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2007～2008年
JCNCからAPLAへ組織変更の議論
1986年からフィリピン・ネグロスの
元サトウキビ農園労働者たちの自立支援をしてきた
日本ネグロス・キャンペーン委員会（JCNC）の解散と
新組織への移行が議論されました。 APLA’s Footprint

10th Anniversary

10年間の主な出来事や活動をスゴロクで振り返ります。

2008年5月17日
APLA設立総会開催
ネグロスに加えて、北部ルソン、東ティモール、
インドネシアを海外パートナーとしてスタート！

2008年10月1日
特定非営利活動法人として登記

2011年3月11日
東日本大震災
福島第一原発事故

2011年7月
日本・ネグロス連帯

25周年

事務局スタッフも走りました！

2011年11月
「福島の子どもたちに届けよう・バナナ募金」がスタート

2013年11月
ヨランダ台風、フィリピン襲来
緊急救援実施

2014年11月
PtoPカフェ始動

2016年10月～
2017年9月

３ヵ国若手農民交流
（フィリピン、東ティモール、ラオス）

2013年1月

2012年4月～ 2013年2月
「福島百年未来塾開催」（計6回）
二本松有機農業研究会との活動開始

2018年5月
APLA10周年！

2009年7月
カネシゲファーム・
ルーラルキャンパス（KF-RC）設立

2010年11月& 2011年1月
フィリピン・東ティモール農民交流

Start !

APLA共同代表の秋山（右）とスタッフの
寺田（左から2人目）。ネグロスでKF-RC卒
業生の家族を訪問。

スタッフの野川。東ティモールにて、コミュ
ニティのメンバーと話をする。

スタッフの吉澤。ネグロスのKF-RCにて
ミーティング。

スタッフの大久保。バランゴンバナナ生産
者とバナナ募金お届け先の保育園を訪問。

チャリティTシャツのJAMMINとコラボし
てオリジナルTシャツも作りました。

アースデイ東京は年1回の大きなお祭り。毎年たくさんのボラン
ティアの若者たちが来てくれます。

APLA設立記念シンポジウムの様子。
アジア各地のパートナーたちも参加。

初めて実施したワークショップの時の写真。

アースデイマーケットを
中心に出店。

東ティモールにて。 フィリピン・北部ルソンにて。

ネグロスでの記念パーティー。

「ホンモノの
手作りチョコレート
ワークショップ」

スタート

To be continued…
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日
本
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）か
ら
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
へ
の
組
織
再
編
。

ネ
グ
ロ
ス
で
培
わ
れ
た
活
動
は
、カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｋ
Ｆ
─Ｒ

Ｃ
）へ
と
引
き
継
が
れ
、活
動
が
広
が
っ
て
い
っ
た
10
年
と
な
り
ま
し
た
。

ネ
グ
ロ
ス

N
egros, Philippines

フ
ィ
リ
ピ
ン
・

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
へ
移
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
の
ひ

と
つ
に
は
、
土
地
闘
争
を
経
て
、

元
農
園
労
働
者
だ
っ
た
人
た
ち
に
よ
る
、
個
人

農
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
こ
と
だ
っ

た
。
個
人
農
家
の
限
界
を
ど
う
支
え
合
え
る
か
、

農
地
を
守
る
た
め
に
も
生
産
性
を
高
め
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
農
民
た
ち
と
の
協
議
が

続
い
た
。
今
後
の
取
り
組
む
課
題
と
し
て
出
て

き
た
の
が
、
農
業
を
学
び
合
う
た
め
の
場
所
が

ほ
し
い
、
後
継
者
を
育
て
た
い
と
い
う
２
点
だ

っ
た
。
農
業
は
や
り
た
く
な
い
と
町
を
め
ざ
す

若
者
は
後
を
絶
た
な
い
が
、
都
会
に
疲
れ
て
村

に
戻
っ
て
く
る
子
も
多
く
い
る
。
ネ
グ
ロ
ス
で

は
、
依
然
と
し
て
農
業
は
「
貧
困
・
無
学
」
の

象
徴
で
あ
る
が
、「
楽
し
い
・
儲
か
る
」
農
業

と
い
う
価
値
観
を
、
実
践
を
伴
い
な
が
ら
創
っ

て
い
こ
う
！　

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
）の
始
ま
り

　

ネ
グ
ロ
ス
島
の
中
央
に
位
置
す
る
カ

︿
注
１
﹀ネ

シ
ゲ

フ
ァ
ー
ム
は
各
地
域
の
農
民
が
集
ま
り
や
す
い

場
所
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
こ
を
カ
ネ
シ
ゲ
フ

ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
）

と
名
前
も
改
め
、
農
場
兼
実
習
農
場
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
将
来
の
選
択
肢
と
し
て
〝
農

業
を
す
る
し
か
な
い
〞
若
者
た
ち
を
中
心
に
候

補
者
が
送
ら
れ
、
農
場
の
立
ち
上
げ
を
夢
見
た

農
民
た
ち
と
初
代
農
場
長
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ボ
デ
ィ
オ
ス（
愛
称
ア
ン
ボ
）
さ
ん
の
厳
し
い
面

接
を
経
て
、
農
民
に
な
る
覚
悟
が
あ
る
５
人
が

し
、
継
続
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
で
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
実
施
。
卒
業
後
に
も

元
研
修
生
た
ち
が
交
流
を
重
ね
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
継
続
や
困
難
な
こ
と
を
話
し
合
え
る
環

境
作
り
も
し
て
い
る
。
卒
業
後
も
農
業
を
続
け

て
い
る
の
は
16
人
、
残
念
な
が
ら
事
情
に
よ
り

辞
め
て
し
ま
っ
た
子
も
い
る
。
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
経
験
も
踏
ま
え
て
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は

随
時
研
修
の
内
容
や
研
修
生
の
選
び
方
を
見
直

し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
。
将
来
は
、
卒

業
生
た
ち
が
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
、
周
り

ラ
ム
を
組
み
、
第
七
期
生
ま
で
計
32
人
が
研
修

を
終
え
て
い
る
。
卒
業
し
た
研
修
生
た
ち
が
、

地
元
に
戻
っ
て
循
環
型
農
業
を
始
め
る
た
め
の

初
期
投
資
と
し
て
豚
舎
建
設
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

務
局
長
を
務
め
る
。
２
０
１
６
年
に
ア
ン
ボ
さ

ん
が
急
逝
し
た
後
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
６

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
農
場
を
支
え
て
い
る
。

　

第
二
期
生
か
ら
は
６
ヵ
月
間
の
研
修
プ
ロ
グ

の
農
民
を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う

に
と
試
み
は
続
い
て
い
る
。

農
場
の
自
立
の
た
め
に

　

Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
の
ス
タ
ー
ト
時
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
か

ら
農
場
へ
の
資
金
援
助
は
最
初
の
３
年
の
み
で
、

そ
の
後
は
財
政
的
自
立
を
果
た
す
と
い
う
目
標

を
立

︿
注
２
﹀

て
た
。
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
養
豚
事
業
を
中

心
に
野
菜
や
果
物
の
売
上
で
、
自
分
た
ち
の
給

与
や
農
場
の
運
営
コ
ス
ト
を
賄
う
た
め
、
日
々

奮
闘
中
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
元
農
民
。

第
一
期
生
と
し
て
選
ば
れ
た
。
数
年
間
ほ
ぼ
放

置
さ
れ
て
い
た
農
場
を
約
半
年
か
け
て
開
墾
す

る
と
こ
ろ
か
ら
研
修
は
始
ま
っ
た
。
最
初
は
住

む
家
も
な
く
、
壊
れ
か
け
た
屋
根
の
下
で
の
寝

泊
ま
り
。「
何
度
か
逃
げ
出
そ
う
と
思
っ
た
け
ど
、

仲
間
た
ち
と
汗
を
流
し
農
場
を
作
っ
た
こ
と
が

自
分
の
誇
り
だ
」
と
第
一
期
生
た
ち
が
当
時
を

振
り
返
っ
て
話
し
て
く
れ
た
。
14
ヵ
月
の
研

修
期
間
で
、
野
菜
作
り
、
養
豚
、
堆
肥
作
り
な

ど
循
環
型
農
業
の
実
践
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
海

外
各
地
か
ら
農
場
を
訪
れ
る
様
々
な
人
と
交
流
。

卒
業
時
の
研
修
生
た
ち
の
言
葉
か
ら
、
農
民
と

し
て
生
き
る
意
味
、
責
任
を
持
つ
こ
と
、
仲
間

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
親
へ
の
感
謝
な
ど
、
多

く
を
学
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
農
場
に
残
っ
た
第
一
期
生
の
エ
ム

エ
ム
と
ジ
ョ
ネ
ル
が
現
在
は
事
務
局
長
と
副
事

ピンピン・バルコマ／ PingPing Barcoma
会計、マーケティング担当

　初めは荒れ果てていて何もなかった農場ですが、今ではたくさんの
ものがあります。野菜や果物、家畜だけではなく、人とのつながりや知
識、経験があります。昔は東ティモールやラオスの農民との交流なん
て絶対できなかったと思います。農場で育った一番下の息子はもうすぐ5歳。将来何にな
りたいの？と聞くと「水牛で畑を耕したい！」って言ったのです。はっはっは！　毎日親
の畑仕事を見ていて、農業の楽しさや有機農業のよさを自然に学んでるのかしら！

チータ・タカタ／ Chita Tacata
理事、マーケティング担当

　1990年代にバランゴンバナナ生産者協会（BGA）の副委員長とし
てJCNCに出会いました。昔からAPLA（JCNC）が一貫して力を入れ
ていることが学び・教育です。JCNC時代のセミナーや教育プログラ
ムが今こうしてKF-RCとなり、継続されています。次世代への教育は、有機農業を広めて
いくだけでなく、有機的なコミュニティーをも生み出します。
　30年以上も継続している活動、そして私もそこに関わり続けられていることがとても
幸せで、ラッキーであると感じています。今のところリタイアする気はありませんが、も
しリタイアしても頻繁にKF-RCを訪問し、スタッフがしっかり働いているかチェックし
ます！　APLA／JCNCとの思い出は決して忘れることのできない私の宝物です。

KF-RC第三期生

ジョナン・ベントゥラ／ Jonan Ventura

　昔はやんちゃして飲んだくれだった自分です
が、KF-RCでの研修で多くのことを学び、今は自
分の畑で実践しています。結婚を機に両親から
1haの畑を譲り受け、収入は多くありませんが、
食べものは自分で育て、支出も少ないので、ふ
たりで生活していく分には問題ありません。卒業後に一度だけお金が必要となり街へ働
きに行きましたが、今は結婚したこともあり、一生懸命まじめに畑で働いています。
　今こうして立派な畑で頑張ることができているのは、両親と弟のジョネル（KF-RCス

タッフ）のお陰です。研修生にとって、卒業後のサポートというのは何より大切で、これ
がないと、せっかく色々なことをKF-RCで学んでも、続けることができないと思います。
KF-RC／APLAには今後もそこを重点的にやっていってほしいです。

KF-RC第四期生マイケルの父親

アレックス・リアネス／ Alex Lianes

　ここの土地は先祖から受け継いできた土地。次の世代に
引き継ぐため、私なりに工夫して耕してきました。有機農業
に出会い、これこそが持続可能なものだと思いました。
　若者たちに地域で活躍してもらいたいと思い、息子のマ
イケルをKF-RCに送りました。彼が小さい時に私は病気を
して働くことができず、他の兄弟や家庭のことを考えると、
家計が破綻してしまう可能性がありました。無理をすれば
彼を小学校へ通わせることもできたかもしれないが、家族のために働いてもらいました。
　KF-RCに送り出すときに「お前は周りと比べて農家である時間が長い。研修をしに行
くのだが、自分が何か教えられることがあればそれは伝えてくること。自分が何のため
に研修をしにいくのか常に考えながら過ごしてくること」と息子に伝えました。研修から
戻り、まず驚いたことは息子が作るラスワ（フィリピンの家庭料理のスープ）の味が以前
とは違ったことです。私はこのとき初めてオーガニックのよさを舌でも理解しました。そ
れからも息子は、本当によく働き、家族のサポートをしてくれています。自慢の息子です。

KF-RCスタッフたちより─これまでの農場を振り返って

KF-RC卒業生と父親からのメッセージ

ジョナンさん（右から2番目）と家族。

アレックスさん（真中）、マイ
ケルさん（左奥）と家族。

研修卒業生が立てた豚舎前で。研修生と家族、KF-RCスタッフ。

KF-RC研修生第三期生から五期生までとスタッフたち。
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フィリピン（ネグロス、北部ルソン）活動年表
2008年 北部ルソン CORDEVの有機堆肥プロジェクトへ融資

2009年1月 ネグロス＆
北部ルソン

ネグロス・北部ルソン農民交流in北部ルソン

2009年7月 ネグロス KF-RCの第一期生受入、農場の復興開始

2009年8月 北部ルソン CORDEVにBMプラント設置

2010年3月 ネグロス KF-RC開所式

2010年6月 ネグロス KF-RCにBMプラント再設置

2011年7月 ネグロス 日本・ネグロス連帯25周年

2011年9月 ネグロス KF-RCを財団として登記

2012年8月 北部ルソン マラビン渓谷にBMプラント設置

2013年4月 ネグロス KF-RC卒業時の豚舎建設サポートを開始
［研修第三期生より］

2013年6月 ネグロス JCNC時代から続いていたバランゴン生産者
協会（BGA）の奨学金制度を終了

2014年6月 ネグロス KF-RC卒業生サポート基金運用の開始（子豚
と餌代のローン）［研修第五期生より］

2014年11月 ネグロス＆
北部ルソン

アンボ、ギルバート来日（BMW技術協会の会
員メンバーと交流）

2015年5月 ネグロス＆
北部ルソン

ネグロス・北部ルソン農民交流inネグロス

2015年6月 ネグロス KF-RC研修生サポートのためのクラウドファ
ンディング実施

2016年1月 ネグロス KF-RC代表アンボ氏逝去

2016年10月 ネグロス 若手農民交流（東ティモール農民と）

2017年3月 ネグロス 若手農民交流（ラオス農民と）

2018年3月 北部ルソン ヌエバビスカヤ州青果物卸市場（NVAT）にBM
プラント設置

　BMW技術〈注１〉は1996年にネグロス島のカネシゲ
ファームに、2001年にツブラン農場〈注２〉に導入さ
れましたが、当時は地域農民の技術としてBMW技
術を根付かせることができませんでした。理由とし
ては、サトウキビの単一栽培への依存が高く、自立
的営農を志すという姿勢が弱かったこと、またBM

プラント〈注３〉の規模が大きく、管理方法や生物活性
水の活用方法などが、当時の農民に合わなかったな
どがあげられます。その後、２つの農場の活動停
滞により、BMプラント自体は小型化し、当時JCNC

駐在員だった大橋成子さんの自宅で存続。08年に
北部ルソンのCORDEVからグレッグ・ラシガンさん
がネグロスを訪れ、大橋さん宅のBMプラントとそ

の効果に触れ、北部ルソンの自宅に設置。翌年の
09年にはCORDEVにもプラントが設置されました。
10年にはKF-RCとして再生した農場でBMW技術
を基幹技術として再び導入。13年には北部ルソン
のギルバート・クミラさんの農園にも導入され、18

年はギルバートさんがマネージャーを務める北部ル
ソン最大の青果卸市場にBMプラントが導入される
ことになりました。市場に野菜を卸す農民たちが自
由に使える仕組みを作っているところです。最初の
導入から22年、一度火は消えかけましたが、再燃
し現在に至っています。

これから
　22年経ち、抱える課題は依然として変わっては
いませんが、その中身が徐々に解消されてきている
手応えはあります。農民を取り巻く環境も変わって
きました。KF-RCのスタッフをはじめ、若い世代が

ただ技術を使うだけ
ではなく、自然浄化
作用の仕組みや有畜
複合の地域循環型農
業の考え方、そして
有機農業を続ける意
義など、BMW技術
の持つ理念を彼らな
りに理解しているこ
とも強みです。22年間、関わった人たち皆の汗や経
験、知恵が積み重なってできた軌跡は絶えることは
ありません。今後は北部ルソンの農民にも広がって
いく可能性があり、農民たち同士が技術交流をはじ
め、現在ゆっくりと進めているバイオガス発電も加
わると、近い将来また違うBMW技術の在り方を見
ることができるでしょう。

BMW技術は理念と技術の両輪
　BMWは、B（バクテリア＝微生物）、M（ミネラル
＝鉱物）、W（ウォーター＝水）の頭文字をとったも
の。微生物の働きで、生き物によいミネラルバラン
スに優れた水を作り、それを農業や環境浄化、暮ら
しの中で使う技術です。BMW技術は「技術と理念
は両輪」とし、理念は自然の理にあった技術を使い、
地域にあった方法で持続可能な循環型社会を創造し、
自然と共存していくこと。文明社会がもたらした仕
組みの目詰まりを直し、そのうえで自然環境に適し
た方法で「もの」・「地域」をつくり、人を育ててい
くことです。都市と農村、生産者と生活者、日本と
アジアというつながりもつくっています。

BMW技術
フィリピンでのこれまでとこれから

秋山澄兄／あきやま・すみえ
BMW技術協会事務局長

〈注１〉BMW技術：バクテリアとミネラルの働きをうまく活用し、土と水
が生成される生態系のシステムを人工的に再現する技術のこと。

〈注２〉ツブラン農場：1987年に、ネグロスの貧しい人びとが有機農業や
適正技術の研修を受けられ、生きていくのに必要な知識や技術を
学ぶために設立された。

〈注３〉BMプラント：BMW技術を用いて生物活性水を生み出すプラント。

ギルバートさんの農園にBMプラン
トを設置中。KF-RCからスタッフも
参加して。

KF-RCの基幹技術でもあるBMW技術。ネグロスとの関わりはさかのぼること1996年から。
その後、北部ルソンまで広がっていったこれまでの歩みについて書いていただきました。

先
住
民
族
で
あ
る
農
民
た
ち
と
活
動
し
た
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
。

北
部
ル
ソ
ン

N
orthern Luzon, Philippines

北
部
ル
ソ
ン
に
は
、
多
様
な
先
住
民

族
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
る
。

歴
史
的
に
差
別
を
受
け
て
き
た
一

方
で
、
自
然
と
共
に
生
き
る
知
恵
を
持
っ
て
持

続
可
能
な
暮
ら
し
を
紡
い
で
き
た
人
た
ち
で
も

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ

ナ
ナ
の
産
地
の
一
つ
で
あ
り
、
生
産
者
の
多
く

が
先
住
民
族
で
あ
る
。
こ
の
地
で
バ
ナ
ナ
の
出

荷
作
業
を
担
っ
て
い
た
農
村
発
展
の
た
め
の
協

同
組
合（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
）
と
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
は
２
０
０

８
年
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
動
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
先
住
民
族
の
零
細
農
民
た
ち

の
有
機
農
業
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
決
め
、
ま

ず
は
有
機
堆
肥
製
造
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

し
た
。
こ
の
堆
肥
作
り
の
た
め
に
、
す
で
に
ネ

グ
ロ
ス
で
取
り
組
ん
で
い
た
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
も
導

入
。
と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
す
る
と
、

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
は
バ
ナ
ナ
の
出
荷
量

の
減
少
や
、
他
に
も
展
開
し
て
い
た

事
業
で
経
済
的
に
立
ち
行
か
な
く
な

っ
て
く
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
で
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
グ
レ
ッ

グ
・
ラ
シ
ガ
ン
さ
ん
が
組
織
の
行
き

詰
ま
り
の
責
任
を
取
る
形
で
退
職
し

た
こ
と
で
、
団
体
の
求
心
力
が
低
下
。

理
事
の
多
く
も
、
有
機
農
業
技
術
の

普
及
に
熱
心
で
は
あ
る
も
の
の
比
較

的
裕
福
な
低
地
出
身
の
農
民
た
ち
と

な
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
の
内
実
が
変

化
し
て
い
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
北
部

ル
ソ
ン
で
の
活
動
の
目
的
は
、
先
住

民
族
の
零
細
農
民
と
の
協
働
を
進
め

る
こ
と
だ
っ
た
。
お
互
い
が
め
ざ
す

方
向
性
に
食
い
違
い
が
出
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
２
０
１
６
年
に
Ｃ
Ｏ

Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
と
は
関
係
を
解
消
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
の
中
に
循
環
型
農
業
を

　

一
方
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
北
部
ル

ソ
ン
地
域
へ
導
入
し
、
そ
の
普
及

を
め
ざ
す
こ
と
は
継
続
し
て
い

た
。
農
民
が
実
際
に
試
し
て
み
て

地
域
に
合
っ
た
技
術
に
育
て
る
た

め
、
グ
レ
ッ
グ
さ
ん
の
友
人
で
、

ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
州
マ
ラ
ビ
ン
渓

谷
で
柑
橘
栽
培
に
取
り
組
む
イ
フ
ガ
オ
族
の
ギ

ル
バ
ー
ト
・
ク
ミ
ラ
さ
ん
が
自
分
の
農
場
で
実

践
を
始
め
た
。
日
本
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
の
苗
が

持
ち
込
ま
れ
、
日
本
人
が
技
術
を
普
及
し
、
現

地
で
は
「
サ
ツ
マ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
。
１
９
９
０
年
代
か
ら
マ
ラ
ビ
ン
渓
谷
は
そ

の
サ
ツ
マ
の
一
大
産
地
と
な
っ
た
。
外
国
資
本

の
鉱
山
開
発
が
地
域
周
辺
で
進
む
な
か
、
自
分

た
ち
の
土
地
を
守
る
た
め
に
柑
橘
栽
培
を
拡
大

し
て
き
た
。
た
だ
、
数
年
前
か
ら
農
薬
や
化
学

肥
料
の
多
用
で
地
域
環
境
が
汚
染
さ
れ
て
い
く

の
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
異
常
気
象
で

柑
橘
の
生
産
も
不
安
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作

物
の
多
様
化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
慣
行
栽
培
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
こ
の
地

域
の
農
民
た
ち
が
、
す
ぐ
に
減
農
薬
栽
培
、
有

機
栽
培
に
変
え
る
こ
と
は
難
し
く
と
も
、
こ
の

地
域
で
循
環
型
農
業
を
進
め
る
た
め
の
試
み
を

続
け
る
人
た
ち
を
応
援
し
続
け
て
い
る
。（
吉

澤
）■ マラビン渓谷に導入されたBMプラント。ギルバートさんと息

子のボンさん。現在はボンさんが農場を引継ぎ、柑橘生産を
している。

初
め
は
、
帳
簿
付
け
の
大
切
さ
、
運
転
資
金
に

つ
い
て
も
ピ
ン
と
き
て
い
な
か
っ
た
。
様
々
な

人
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
何
よ
り
自
分
た
ち
で
話

し
合
っ
て
決
定
す
る
と
い
う
経
験
を
重
ね
、
責

任
を
持
つ
こ
と
で
そ
の
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
16
、
17
年
に
実
施
し
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル

と
ラ
オ
ス
の
若
手
農
民
と
の
交
流
で
は
、
会
計

管
理
の
重
要
性
を
力
説
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

依
然
と
し
て
経
営
と
い
う
点
で
は
課
題
が
あ
り

つ
つ
も
、
販
路
拡
大
や
加
工
品
製
造
な
ど
、
新

た
な
挑
戦
や
夢
を
語
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
や
る

気
に
満
ち
て
い
る
。

　

10
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
農
民
た
ち
が

︿
注
１
﹀カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
：
バ
ナ
ナ
生
産
地
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
で
の
連
作
障
害

を
受
け
、地
域
で
の
循
環
を
伴
っ
た
共
生
の
モ
デ
ル
と
す
る
た
め
に
１

９
９
６
年
3
月
に
設
立
さ
れ
た
。当
時
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
専
務
理

事
で
、ネ
グ
ロ
ス
と
の
民
衆
交
易
の
取
組
み
に
尽
力
さ
れ
、農
場
の
創

設
に
も
関
わ
っ
た
兼
重
正
次
氏
が
95
年
に
逝
去
さ
れ
た
た
め
、農
場
は

現
地
関
係
者
の
総
意
で﹁
カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
﹂と
命
名
さ
れ
た
。

︿
注
２
﹀２
０
１
２
年
度
で
資
金
援
助
は
終
了
。研
修
生
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

卒
業
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
資
金
は
継
続
し
て
い
る
。

抱
い
た
「
集
う
場
所
が
ほ
し
い
、
若
手
を
育
成

し
た
い
」
と
い
う
夢
は
、
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
の
取
組

み
を
通
じ
て
形
と
し
て
見
え
て
き
た
よ
う
に
思

う
。
初
代
代
表
の
ア
ン
ボ
さ
ん
は
、
卒
業
生
が

暮
ら
す
地
域
に
小
さ
い
な
が
ら
も
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ

の
サ
テ
ラ
イ
ト
農
場
が
生
ま
れ
る
重
要
性
を
熱

く
語
っ
て
い
た
。「
砂
糖
の
島
ネ
グ
ロ
ス
」
の
農

民
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
力
で
生
き
て
い
く
試

み
。
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
や
卒
業

生
た
ち
に
引
継
が
れ
、
続
い
て
い
く
。（
吉
澤
）■

フ
ィ
リ
ピ
ン
・

KF-RC見取り図
❶田んぼ、トウモロコシ畑
❷セミナーハウス
❸BMWプラント（飲水用タンク）
❹研修生の家
❺鶏舎
❻小川
❼みみず堆肥場＆野菜畑
❽DOEI（旧堆肥製造工場）
❾野菜畑
�バグサカンセンター（直売所）
�豚舎
�BMWプラント
�ランブータンの木
�カネシゲパーク
�入口
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東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
国
は
、
２

０
０
２
年
に
主
権
回
復（
独
立
）
し

た
ア
ジ
ア
で
一
番
新
し
い
国
。
24

年
間
に
わ
た
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る
占
領
や

１
９
９
９
年
の
住
民
投
票
後
の
民
兵
に
よ
る
焦

暮
ら
し
の
様
子
を
参
与
観
察
し
、
地
域
が
抱
え

る
問
題
に
関
し
て
議
論
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、

Ａ
Ｔ
Ｔ
が
コ
ー
ヒ
ー
を
買
い
付
け
る
地
域
で
あ

る
エ
ル
メ
ラ
県
レ
テ
フ
ォ
ホ
郡
ハ
ウ
プ
村
の
フ

ィ
ト
ゥ
ン
・
カ
イ
タ
ノ（Fitun Caetano

）、
同

エ
ル
メ
ラ
郡
メ
ル
ト
ゥ
ト
村
の
ガ
タ
ミ
ル（GA

T
A
M

IR

）
と
い
う
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、

持
続
可
能
な
農
業
技
術
の
普
及
や
地
域
内
の
小

規
模
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
収
入
の
多
様
化
、
言
い

換
え
れ
ば
「
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
に
頼
ら
な
い
地
域

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
議
論
の
中
で
Ａ
Ｐ

現
実
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
モ
ノ
の
一
度
限
り

の
支
援
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
数
回
実
施
し
た
だ

け
で
撤
退
し
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、

問
題
の
根
本
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
話

を
た
び
た
び
耳
に
し
た
。
ま
た
、
元
々
あ
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
相
互
扶
助
の
仕
組
み
が

支
援
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
問
題
も
深

刻
だ
っ
た
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
活
動
を
始
め
る
に

当
た
っ
て

　
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
へ
の
移
行
準
備
期

土
化
作
戦
に
よ
っ
て
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
国
づ

く
り
は
、
文
字
通
り
「
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
」
と

な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
国
際
機
関
や

多
数
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
各
地
で

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
も
の
の
、

Ｌ
Ａ
か
ら
繰
り
返
し
伝
え
た
、
①
長
年
ネ
グ
ロ

ス
の
人
び
と
と
共
に
積
み
上
げ
て
き
た
失
敗
や

成
功
を
共
有
し
、
経
済
本
位
で
な
い
「
豊
か
な

暮
ら
し
」
を
一
緒
に
実
現
し
て
い
き
た
い
と
い

う
想
い
、
②
モ
ノ
や
お
金
を
供
与
す
る
こ
と
は

し
な
い
が
、
人
と
人
と
の
交
流
や
学
び
合
い
を

ベ
ー
ス
に
地
域
の
活
動
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
、
そ
れ
ら
に
共
感
・
共
鳴
し
て

く
れ
た
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ま
ず
は
農
民
交
流
と
い
う
こ
と
で
、

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
１
年
に
か
け
て
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ネ
グ
ロ
ス
、
北
部
ル
ソ
ン
の
農
民

と
の
相
互
交
流
を
実
施
。
そ
れ
に
よ

り
、
上
記
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
の
意
識
に
「
地
域
に
あ
る
も
の

を
活
用
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
の
力
で
豊
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
だ
」
と
い
う
意
識
の
変

化
が
生
ま
れ
、
収
入
多
様
化
の
た
め

の
様
々
な
試
み
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

多
面
的
に
広
が
っ
て
い
た

現
地
で
の
活
動

　

そ
の
後
も
、
現
地
駐
在
員
は
置
け

な
い
な
が
ら
も
、
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
社
会
事

業
担
当
ス
タ
ッ
フ
や
現
地
ス
タ
ッ

フ（
２
０
１
２
年
以
降
は
助
成
金
を
活
用

し
て
雇
用
）
の
奮
闘
に
も
支
え
ら
れ
て
、

多
く
の
失
敗
や
小
さ
な
成
果
を
積
み

重
ね
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
、
深
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
き
た
。
ま
た
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
内
で
パ
ー
マ
カ
ル

間
に
は
、
共
同
代
表
の
秋
山
や
事
務
局
の
大
橋

と
吉
澤
が
現
地
を
訪
問
し
、
現
地
の
農
民
支
援

団
体（
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ
、
Ｋ
Ｓ
Ｉ
と
い
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

と
議
論
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ

グ
ロ
ス
で
の
長
年
の
活
動
経
験
を
も
つ
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
を
通
じ
た
日
本
や
ア
ジ
ア
と
の
つ
な
が
り
を

必
要
と
し
て
い
る
人
び
と
は
多
く
い
る
、
と
の

声
が
聞
か
れ
た
。
そ
う
し
た
議
論
を
経
て
、
Ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
農
民
交
流

や
土
地
問
題
に
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

展
開
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
か
ら
動
き
出
し
た
。

並
行
し
て
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
農
村
実
態
調

査
や
土
地
問
題
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
２

０
０
９
年
か
ら
２
０
１
０
年
に
か
け
て
は
、
調

査
対
象
地
の
５
つ
の
農
村
に
お
い
て
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
や
ニ
ー
ズ
、
希
望
や
将
来
の
夢
な

ど
を
農
民
自
身
が
議
論
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
し
た
。

　

補
足
に
な
る
が
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
設
立
以
前
よ
り

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
を
輸
入
し
て
い
た

Ａ
Ｔ
Ｊ
が
、
２
０
０
７
年
か
ら
は
現
地
の
農
民

支
援
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
コ
ー
ヒ
ー
豆
の

集
荷
お
よ
び
加
工
所
を
運
営
す
る
と
い
う
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
、
そ
れ
が
２
０
０
９

年
の
現
地
事
業
体
の
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・

テ
ィ
モ
ー
ル
社（
以
下
、
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
設
立
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
現
地
事
業
体
の
設
立
も
あ
り
、
２

０
１
０
年
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル

事
業
担
当
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
ス
タ
ッ
フ
に
な

っ
た
野
川
が
現
地
に
長
期
滞
在
し
、
合
計
７
つ

の
農
村
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
日
々
の

ネ
グ
ロ
ス
の
経
験
を
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ

─
コ
ー
ヒ
ー
生
産
地
で
農
を
軸
に
し
た
地
域
づ
く
り
を

東
テ
ィ
モ
ー
ル

East Tim
or

東ティモール活動年表
2008年度 現地NGOによる農村実態調査、土地問題に関する調査

2009年度 上記調査対象地における「農村ニーズ・ワークショ
ップ」開催（5ヵ村）

2010年8月 コミュニティ・グループの経験共有ワークショップ
を開催（ディリ）

2010年9月 2つのコーヒー生産者グループとの「コーヒーだけ
に頼らない地域づくり」に向けた協働開始

2010年11月〜
12月

フィリピンの農民との交流inフィリピン【写真①】

2011年1月〜
2月

フィリピンの農民との交流in東ティモール

2011年度 女性メンバー対象の家計管理ワークショップ、食品
加工ワークショップ開催【写真②】
土壌改良ワークショップ開催
淡水魚の養殖のための研修をサポート

2012年2月 ATTのコーヒー生産者12グループ（計213世帯）に
対し米の緊急支援

2012年11月〜
2013年10月

若手リーダー育成のための実地研修プログラムを
Permatilの協力で実施

2013年3月 「農民による自立的・安定的な地域づくりのための
協同」セミナー開催。産直市場グリーンファーム会
長・小林文麿氏を招へい

2013年8月 Permatilエゴ・レモス氏によるアグロフォレストリ
ーセミナー開催

2013年9月 森林農法およびコーヒーの手入れワークショップ開
催

2013年11月 GATAMIRにて、住民参加型の水源保全活動のワーク
ショップ開催

2014年9月 森林農法およびコーヒーの手入れワークショップ開
催（2年目）

2015年2月 Fitun Caetanoにて、住民参加型の水源保全活動のワ
ークショップを開催【写真③】

2015年4月 女性メンバーを対象にした食品加工のワークショッ
プ開催
省エネのための簡易かまど設置のワークショップ開
催

2016年2月 Lekisaraにて、水源保全・植樹・学校菜園のワークシ
ョップ開催

2016年8月 コーヒー生産者グループの地域の小・中学生約150
人を対象にした子ども環境キャンプ（Perma Kids 
Camp）開催【写真④】

2017年度 コーヒー産地の4グループにて、果樹の多品目栽培
のための苗場の整備【写真⑤】

2017年4月 若手農民交流実施（フィリピン、ラオス農民と）

2017年8月 第2回Perma Kids Camp開催。エルメラ県の4地域
から23人の小・中学生の参加をサポート

2017年11月、
12月

エルメラ県エルメラ郡およびハトリア郡の中央小学
校にて、教員向けの学校菜園ワークショップを開催

【写真①】北部ルソンの山間地で限られた土地を有効に活用した営農について学ぶ。

【写真②】Fitun Caetanoの女性メンバー。
家計管理ワークショップを終えて。
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経
済
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
も
進
め
て
き
て
い
る
。

（
野
川
）■

２
０
０
８
年
の
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
設
立
以
後
、

Ａ
Ｔ
Ｊ
お
よ
び
現
地
会
社
の
オ
ル

タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
社（
以
下
、
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
と
協
働
し
て
、
エ
コ

シ
ュ
リ
ン
プ
の
産
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
取
組
み
、
エ
ビ
の
生
産

ナ
ー
か
ら
随
時
要
望
を
受
け
て
、
活
動
へ
の
協

力
・
後
方
支
援
に
徹
す
る
色
合
い
が
強
か
っ
た
。

そ
う
し
た
姿
勢
自
体
は
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
方
針
に
沿

っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
、
パ
ー
ト
ナ

ー
の
変
化
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た

事
実
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
初
期
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
農
民
と
の
交
流
な
ど
も
計
画
し
て
い
た
が
、

Ｏ︿
注
１
﹀Ｃ

ｅ
Ａ
Ｎ
の
解
体
に
伴
っ
て
そ
う
し
た
計
画

は
実
現
で
き
ず
、
Ｋ︿

注
２
﹀Ｏ

Ｉ
Ｎ
の
誕
生
に
よ
っ
て
、

エ
ビ
養
殖
池
近
隣
の
環
境
保
全
に
関
す
る
取
組

み
の
推
進
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
地
で
の
活
動
と
は
別
に
、
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
な
ら
で
は
の
事
業
と
し
て
、
エ
ビ
の
生
産
者

と
消
費
者
の
相
互
理
解
の
た
め
の
交
流
や
広
報

を
展
開
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と

者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
取
組
み
を
進
め
て
き
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
の
活
動
と
は

異
な
り
、
最
初
に
事
業
体（
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
が
存

在
し
、
そ
の
事
業
地
で
の
運
動
の
展
開
を
模
索

す
る
形
と
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
ジ
ャ
ワ

で
は
、
現
地
側
で
運
動
の
主
体
と
な
る
パ
ー
ト

考
え
る
。
２
０
０
９
年
に
は
、
エ
ビ
を
輸
出
す

る
に
あ
た
り
必
要
不
可
欠
な
冷
凍
加
工
の
プ
ロ

セ
ス
を
担
っ
て
い
る
労
働
者
た
ち
に
つ
い
て
の

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
『
エ
ビ
加
工
労
働
者
と
い
う
生
き
方
』
と
し

て
ま
と
め
た
。
そ
の
完
成
に
あ
わ
せ
て
、
加
工

労
働
者
を
日
本
に
招
へ
い
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
含
め
た
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。

（
野
川
）■

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
ジ
ャ
ワ

エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
の
生
産
者
と
の
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

East Jaw
a, Indonesia

︿
注
１
﹀Ｏ
Ｃ
ｅ
Ａ
Ｎ
：﹁
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂の
略
。エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
の
産
地
に
お
け
る
社
会
活
動

を
担
う
組
織
と
し
て
、２
０
０
８
年
７
月
ま
で
活
動
。﹁
命
・
自
然
・
暮

ら
し
を
守
る
﹂を
基
本
理
念
と
し
、環
境
・
社
会
改
善
運
動
を
有
機
技

術
の
開
発
、そ
の
普
及
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動
を
展
開
し
た
。

︿
注
２
﹀Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
：﹁
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
環
境
保
全
﹂の
略
。Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
社
ス
タ

ッ
フ
と
エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
生
産
者
の
有
志
で
２
０
１
２
年
５
月
に
設

立
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。活
動
の
主
な
目
的
は
、①
持
続
可
能
な
環
境
を
創
造
・

保
全
す
る
、②
エ
ビ
の
粗
放
養
殖
を
支
え
る
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

実
現
す
る
、③
よ
い
自
然
環
境
へ
の
改
善
と
保
全
に
向
け
た
意
識
を
地

域
で
高
め
る
、④
持
続
的
自
然
環
境
の
保
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
政
府

に
働
き
か
け
る
。

︿
注
１
﹀東
テ
ィ
モ
ー
ル
・
エ
ル
メ
ラ
県
に
て
実
施
し
て
き
た
水
源
保
全
活
動
。

そ
の
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
内
の
他
の
地
域
の
人

た
ち
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
制
作
し
た
動
画︵
テ
ト
ゥ
ン

語
︶。日
本
語
字
幕
版
が
以
下
の
リ
ン
ク
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=

nrbFS
Y
FL

V
R
Y

石けんセミナー（2010年3月）
ATINA工場周辺やエビ養殖池地域での石けん運動展開の第一歩として、ATINAやエビ
養殖池のある村、近隣の中学校などで、石けんセミナーを開催した。

原発に関するセミナー（2014年3月）
KOINと協力して、ATINA従業員やエビ生産者を対象にした原発への理
解を深めるセミナーを開催。福島第一原発事故の概況説明に加えて、
福島の農民の苦悩を描いたドキュメンタリー『それでも種をまく』を上

映。インドネシア国内
のNGOスタッフによる
インドネシアの原発建
設計画に関する解説も
盛り込んだ。

河川の水質調査（2017年4月〜）
KOINとATINAがエコシュリンプの産地である
東ジャワ・シドアルジョの養殖池に流入する
2つの河川で水
質環境調査を実
施。その調査結
果を踏まえて、
地域住民への具
体的な行動提起
ならびに県行政
への働きかけも
実施（パルシス
テムの地域づく
り基金からの助
成）。

ATINAエビ加工労働者
スピーキングツアー

（2011年2月）
ATINAより労働者3人を日本
に招へい。2月19日には都内
でシンポジウムを開催した。
ATJと協力して、生協組合員

（福岡、栃木、神奈川）との交
流も実施した。

ダニエル・ぺレイラ／ Daniel Pereira
KSI理事／元ATTディレクター

　APLA設立10年、おめでとうございます。APLA
が、10年間歩みを進め、「人と人との関係性を築く
こと」の価値を伝えてきたことはとても大きな成果
だと思います。活動は決して大きな規模ではないかもしれないけれど、
それこそAPLAの理念に沿ったものだと思うのです。つまり、金銭や物
的な支援ではなく、民衆交易の基礎にある「人と人との関係性」にもと
づいて、ここ東ティモール、特にコーヒー産地のエルメラ県の人びと
を外の人とつなぐことで、地域が抱える課題を少しずつ解決してきて
いると思います。現地のNGOであったり、必要な技術を持つ国内外の
人であったり、日本の消費者グループであったり。それは素晴らしい
ことだと思います。
　東ティモールが主権回復して15年が経ち、政府や国際援助組織によ
る開発事業、つまりインフラの整備などは少しずつ進んできています
が、草の根の人びとの生活が持続可能な形で安定しているか、という
とまだまだそうではありません。何かに依存しなくてはいけない状態
というのが続いているのです。だからこそ、人びとが自分たちで課題
を解決していけるように寄り添う存在が重要です。APLAがこれまで
つくってきた人びととのリンケージ（つながり）を改めてしっかりと結
び直して、これからも共に歩んでいきましょう。

アナ・パウラ・シメネス／Ana Paula Ximenes Dias
APLA現地スタッフ

　私がAPLAの活動に関わり始めたのは、2013年
からです。APLAの活動を通じてコーヒー産地の人
びとも私自身も少しずつ経験や知識を得てきまし
た。昨年の3ヵ国若手農民交流プログラムでは、フィリピンやラオスの
仲間たちから多くのことを学びました。
　最近強く思っていることは、そうした学びを自分たち自身で東ティ
モールの農民や若者たちに共有していけるようになりたい、そのため
に「APLA Timor」を立ち上げたいということです。もちろん私たちに
は財政を支える基盤になるものがまだないので、日本の皆さんには継
続してサポートしてもらいたいと思います。けれども、「APLA Timor」
として活動を持続できるような社会的事業を少しずつ実践して、次の
10年、つまりAPLAが20周年を迎える頃には、自立した活動ができる
ようになっていたいと夢見ています。具体的には、小さな互助組合の
ような形で自分たちで出し合ったお金で将来的にトラックを購入し、
農民が生産したものを街で販売したり、お米や調味料の日用必需品を
地域に運んだり、といった事業をしていきたいです。
　日本の皆さんには、ぜひ東ティモールの私たちとつながり続けて、
共に歩んでほしいです。

東ティモールからのメッセージ

チ
ャ
ー
（
風
土
に
あ
っ
た
持
続
可
能
な
農
業
）
の
普

及
を
長
く
実
践
し
て
き
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
のPer

m
atil

と
の
協
働
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
自
身
に
と
っ
て
も
大
き
な
力
と
な
っ

た
。
紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
は
年
表
に
譲
る
が
、

各
家
庭
や
地
域
で
の
栽
培
作
物
の
多
様
化
、
農

村
青
年
の
研
修
・
育
成
、
水︿

注
１
﹀源

保
全
、
子
ど
も

へ
の
環
境
教
育
と
学
校
菜
園
の
普
及
な
ど
、
多

く
の
活
動
はPerm

atil

や
そ
の
創
設
者
で
あ

る
エ
ゴ
・
レ
モ
ス
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
循
環
型
農
業

や
環
境
保
全
活
動
は
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
に
し
て
は
珍

し
く
複
数
の
助
成
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の

効
果
の
最
大
化
に
努
め
て
き
た
一
方
で
、
そ
れ

以
外
に
生
協
や
別
の
市
民
団
体
か
ら
の
支
援
・

協
力
を
受
け
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
産
地
の
女
性

の
組
織
化
お
よ
び
食
品
加
工
な
ど
の
小
規
模
な

【写真③】整備した泉、ため池の上方に多様な木を植える
ことで、土地の保水力を高める。

（上）【写真④】キャンプ最終日の朝。参加者全員で輪になってスタート、
（下）【写真⑤】ランブータンの苗づくり。
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東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
を
機
に
、Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
具
体
的
な
活
動
地
域
に
福
島
も
加
わ

り
ま
し
た
。２
０
１
１
年
３
月
か
ら
の
福
島
と
の
歩
み
を
ま
と
め
ま
し
た
。

福
島

Fukushim
a, Japan

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
の

事
故
後
に
は
、
そ
の
事
態
に
対
し

て
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
と
し
て
ど
う
向
き
合

っ
て
い
く
か
大
き
な
議
論
に
な
っ
た
。
話
し
合

い
の
中
で
出
て
き
た
意
見
と
し
て
は
「
原
発
事

故
は
、
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
世
界
的

な
課
題
、
ま
た
構
造
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
代

替
案
を
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
と
ど
う
創
っ
て
い
く

か
が
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
役
割
で
は
な
い
か
」、「
ア
ジ

ア
で
有
機
農
業
や
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
の
に
、
放
射
能
の
問
題
を
横
に
お

い
て
、
福
島
の
人
た
ち
だ
け
で
解
決
し
て
く
だ

さ
い
、
と
は
い
か
な
い
は
ず
だ
。
農
業
を
ど
う

位
置
づ
け
て
人
び
と
の
生
活
を
立
て
直
し
て
い

く
の
か
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
と
し
て
は
避
け
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
」「
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
は
ア
ジ
ア
と
日
本

の
人
び
と
の
媒
介
者
で
あ
る
べ
き
で
、
福
島
で

の
具
体
的
な
活
動
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
議
論
と
並
行
し
て
、
事
故
後
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
各
地
で
原
発
事
故
の

被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
を
取
材

し
て
『
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
レ
ポ
ー
ト
05
』
に
記
録
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
二
本
松
有
機
農
業
研
究
会

と
出
会
い
、
こ
れ
か
ら
福
島
で
何
が
で
き
る
か

ル
ギ
ー
の
自
給
を
し
た
い
」
と
い
う
、
二
本
松

有
機
農
業
研
究
会
の
皆
さ
ん
の
熱
い
想
い
に
共

鳴
し
、
今
日
ま
で
そ
の

歩
み
を
共
に
し
て
き
て

い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
が
ネ
グ
ロ
ス

と
の
出
会
い
か
ら
、
そ

こ
で
生
き
る
人
た
ち
に

寄
り
添
っ
て
活
動
を
進

め
た
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
経
験

が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
出
会
い
や
関

を
一
緒
に
考
え
よ
う
と
、「
福

島
百
年
未
来
塾
」
を
6
回
開
催

し
た（
２
０
１
２
年
）。
放
射
能

を
除
染
し
な
が
ら
耕
作
す
る
方

法
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
福
島
の
地

域
を
ど
う
再
生
す
る
か
、
経
済
の
こ
と
、
政
治

の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
各
方
面
の
有

識
者
の
方
た
ち
の
話
を
聞
き
、
参
加
者
で
語
り

合
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
「
福
島
で
も
エ
ネ

福島活動年表
二本松有機農業研究会との関わり

2011年7月 二本松有機農業研究会を初訪問（その後10、11、12、1、
2月に訪問）

2011年10月 APLAレポート05「東日本大震災及び福島第一原子力
発電所事故を受けて」発行。福島、茨城、栃木、静岡、千
葉を訪問して原発事故後の状況を取材

2012年 6回にわたって福島百年未来塾を開催

2013年2月 二本松有機農業研究会若手メンバーのネグロス訪問
（BMW技術協会のツアーに参加）

2013年4月 APLAレポート06「国境を越えて『3.11』以後を歩む」発行

2014年2月 再生可能エネルギードイツスタディツアー開催

2014年3月 日独再生可能エネルギー懇親会開催

2014年11月 フィリピンの農民（アンボ、ギルバート）二本松有機農
業研究会訪問

2016年9月 ソーラーシェアリング・パネルサポートキックオフ集
会開催〈注〉

「農民発電」カカオクッキー発売開始、パネルサポータ
ー制度開始〈注〉

2018年1月 「再生可能エネルギーが地域を豊かにする」開催
パネルサポーター交流会実施

2018年2月 ドイツ脱原発倫理委員会メンバー・ミランダ・シュラ
ーズさんと「脱原発を決めたドイツと福島について語
り合う」開催

バナナ募金

2012年1月 バナナ送付開始

2013年1月 原町聖愛保育園でバナナワークショップ開催

2013年 11施設を訪問（9月にはバナナ生産者も原町聖愛保育
園を訪問）

2014年 7施設を訪問（10月にはバナナ生産者もあすなろ保育
園を訪問）

2015年 2施設を訪問（2月にはこどものいえそらまめでカカオ
のワークショップ開催）

2016年 10施設を訪問（2月にはこどものいえそらまめでカカ
オのワークショップ開催）

2017年 3施設を訪問

バナナお届け実績
年度 重量 届け先施設数

2011年 1,162 kg 23件
2012年 2,884 kg 23件
2013年 3,427 kg 20件
2014年 2,269 kg 20件

〈注〉ソーラーシェアリング・パネルサポートによる支援実績
年度 支援額 カカオクッキーの売上からの募金額

2016年 828,500円（118口／40名） 76,400円（計382個）
2017年 308,000円 （44口／14名） 142,800円（計714個）

年度 重量 届け先施設数
2015年 1,427 kg 20件
2016年 854 kg 16件
2017年 1,057kg 17件

福島から感謝をこめて
大内信一／おおうち・しんいち
二本松有機農業研究会

　私の住む福島県中央部は2011年3月11日の大
地震の被害は思ったより少なかったのですが、そ
れに伴った原発事故による放射能汚染により、多
くの作物が販売できなくなり、福島で安全な作物
など生産できるはずがないという声が私たちを
苦しめ、提携していた消費者も60％が離れ、ここで今まで通り有機農業が続けられ
るのだろかと悩んでいました。そんななか、全国から多くの励ましの声と、多くの
先生や研究者が福島を訪れ、我々に力を与えてくれました。そんななかでAPLAの

活動と出会ったのでした。東南アジアを主に農業支援をしていたのを、日本国内で
苦しんでいる農家をも支援しようとして私たちと出会ったのでした。
　福島をどうするのか、ただ目の前の問題だけを取り上げるのだけではなく、100
年先を見据えた福島の復興を考えようと「福島百年未来塾」を立ち上げ、一年余り
にわたって、学びの場を作って多くの人たちと共に学んだのでした。原発後の農業
技術、除染対策、放射能の対策とともに、世の中の動き、エネルギー対策など、多方
面にわたる学びは、私はもちろん、福島にとって大きな歩む力となったのです。
　私たちの課題である脱原発による自然再生可能エネルギーへの道では、先進国
であるドイツの現場を見る機会を与えられました。また、APLAのアジアの活動拠
点であるフィリピンの農村に行き、交流できたことも大きな喜びでありました。こ
れらは、福島の苦しみを通じて与えられた愛の賜物。日本の脱原発を成し遂げ、世
界平和の道に農を通じて少しでも貢献できる歩みをして、これまでの多くの愛に報
いる道を歩みたい。春3月、東北でも雪が消え、今年の農の始めである野菜の種まき
をしながら、次の聖書の言が心を潤します。
彼らは剣

つるぎ

を打ち直して鋤
すき

とし　　槍
やり

を打ち直して鎌
かま

とする

国は国に向かって剣を上げず　もはや争いのことを学ばない。

APLAの皆さんとの出会い
髙荒正子／たかあら・まさこ
あすなろ保育園園長

　3.11東日本大震災後、私が受けたある会社のインタビューが
ネット上に流れ、それをご覧になったAPLAの方が支援として

「バナナの提供」の連絡を下さいました。当時、食に関してとても敏感になっていて、
大人と違い、子どもは放射線量の影響が懸念されるので、県外産・測定済みの物を
使用することを希望する方が多くいました。安全の保障は出来ないが、安心できる
ように保護者に寄り添って対応していた時でした。
　自園では、地産地消プラス国内産をモットーに食材を選んでいました。バナナの
提供はしていませんでしたが、頂いた連絡に震災当時は緊急事態で、国外の物を使
用することに決定し、厚かましくも提供を依頼しました。
　おやつにバナナが出ると、保育園では初めてのことなので「え！ バナナのおや

つだぁ」と驚きと喜びの声。バナナのパワーを話すと、お替わりして食べる程でし
た。
　ある時、バナナを栽培しているフィリピンで大洪水があり被害があったことを話
すと、バナナを提供して下さる方に心を寄せ、私たちが大変だった時に頂いた優し
さをお返ししたいと、募金と千羽鶴を贈ることになりました。小さい子どもも自分
たちが頂いた思いやり・優しさにはきちんと応えることができます。
　その後、フィリピンの方が来園して下さり交流を持つことができました。スライ
ドで、バナナ収穫の様子を見て質問し興味を持ち、また一緒にダンスも踊り、民族
の違いに気づきました。その時頂いた絵は今も大切に飾ってあります。とても国際
的になり、子どもたちが世界へ目を向ける契機となりました。
　今もバナナ支援の継続があり、食する時に提供して下さる方に感謝、美味しさに
感動、そしてこの出会いに感激しています。

福島からのメッセージ

二本松有機農業研究会の皆さん。
右下が大内信一さん。APLAでは
にんじんジュースを販売中。

デザートのバナナを食べる
あすなろ保育園の子どもたち。

APLAの福島ツアー（2013年12月）。
あすなろ保育園にて。

係
性
の
中
か
ら
社
会
や
世
界
を
見
つ
め
、
行
動

に
移
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
Ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
で
は
、
意
識
的
に
福
島
と
ア
ジ
ア
の
パ

ー
ト
ナ
ー
の
交
流
も
進
め
て
き
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
原
発
事
故
後
に
始
ま
っ
た
取
り
組

み
は
「
福
島
の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
よ
う
・
バ

ナ
ナ
募
金
」
で
あ
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
は
、
ネ
グ
ロ

ス
の
飢
餓
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
救

う
た
め
の
緊
急
救
援
か
ら
始
ま
っ
た
。
福
島
で

も
放
射
能
被
ば
く
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
い
る
。
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
生
産
者

た
ち
か
ら
は
、
震
災
直
後
、
被
災
し
た
人
た
ち

い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
運
ぶ
バ
ナ
ナ
だ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ

ナ
の
生
産
者
が
来
日
し
た
際
に
は
、
保
育
園
を

訪
問
し
て
も
ら
う
機
会
も
作
っ
て
き
た
。

　

原
発
事
故
か
ら
７
年
。
６
月
に
は
二
本
松
有

機
農
業
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
畑
に
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る
。
長

い
間
望
ん
だ
一
歩
の
始
ま
り
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
被
ば
く
の
影
響
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
む
こ
と
、
ま
た
福
島
と
ア

ジ
ア
を
つ
な
げ
、
そ
の
中
か
ら
見
え
て
く
る
こ

と
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。（
吉
澤
）■

へ
バ
ナ
ナ
が
届
け
ら
れ
、
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
の

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
も
義
援
金
が
届
け
ら
れ
た
。

単
に
お
金
と
し
て
届
け
る
の
で
は
な
く
、
何
か

の
形
で
そ
の
想
い
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

か
と
考
え
、
ま
ず
は
義
援
金
を
使
っ
て
福
島
の

保
育
園
や
幼
稚
園
に
バ
ナ
ナ
を
届
け
始
め
た
。

そ
の
後
は
、こ
の
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と「
バ

ナ
ナ
募
金
」
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、
日
本

全
国
の
支
援
者
か
ら
寄
せ
て
も
ら
う
募
金
で
バ

ナ
ナ
を
届
け
続
け
て
い
る
。
量
と
し
て
は
さ
さ

や
か
で
あ
る
が
、
あ
る
保
育
園
の
園
長
先
生
か

ら
「
福
島
を
忘
れ
ず
に
い
て
く
れ
る
人
た
ち
が

福島百年未来塾。大会場での講義の後には、車座
になって語り合った。

※パネルサポーター1口7,000円でパネル1枚に相当。
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ネグロスのKC-RCで、手作りで砂糖を作ることに。
砂糖キビを絞るマルコスさん（左）。

一番左がクレントさん。
ツアー参加者と一緒に。福島の原発事故後の状況を話す大内さん（前方中央）。

カカオの生産者と
三原さん（真中）。

APLAの活動の柱のひとつとして、多様な交流を進めてきました。
参加者の皆さんからコメントを寄せてもらいました。（敬称略）

３
ヵ
国
若
手
農
民
交
流

ネ
グ
ロ
ス
／
東
テ
ィ
モ
ー
ル
／
ラ
オ
ス

﹇
２
０
１
６
〜
２
０
１
７
年
実
施
﹈

　

ネ
グ
ロ
ス
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
進

め
る
な
か
で
出
会
っ
た
若
手
農
民
と
、Ａ
Ｔ
Ｊ
が
取
り
扱
う

ラ
オ
ス
の
若
手
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
が
、各
国
を
訪
問
し
合

い
、単
一
栽
培
に
頼
ら
な
い
循
環
型
農
業
や
作
物
多
様
性
に

つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。各
地
域
で
活
躍
す
る
若
者
の
意

欲
の
向
上
に
つ
な
が
り
、自
主
性
が
育
つ
交
流
と
な
り
ま
し

た
。

参
加
者
の
声

マ
ル
コ
ス・
ド
ス・
サ
ン
ト
ス

／M
arcos D

os Santos

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者

　

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
が
実
施
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
、ラ

オ
ス
の
交
流
に
参
加
し
て
、大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。特
に
、単
一
の
生
産
物（
自
分
た
ち
の
場
合
は
コ
ー
ヒ

ー
）に
頼
り
す
ぎ
ず
、収
穫
シ
ー
ズ
ン
後
に
も
生
活
を
保
障

で
き
る
よ
う
な
多
様
な
農
業
に
つ
い
て
、ど
う
や
っ
て
地
域

の
農
民
た
ち
の
意
識
を
変
え
て
い
け
る
の
か
、フ
ィ
リ
ピ
ン

や
ラ
オ
ス
の
仲
間
た
ち
の
考
え
や
意
見
を
た
く
さ
ん
聞
け
た

こ
と
は
、と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。ど
の
国
で
も
大
半
の
農
民

は
、意
識
を
変
え
る
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。け
れ
ど

も
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、地
域
の
農
民
に
影
響
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
自
分
た
ち
の
意
識
や
能
力

が
少
し
で
す
が
向
上
し
た
と
思
い
ま
す
。一
気
に
大
勢
と
は

い
か
ず
、一
人
、二
人
か
ら
で
す
が
、持
続
可
能
な
農
業
に
取

り
組
む
仲
間
を
増
や
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

あ
す
な
ろ
保
育
園
、

こ
ど
も
の
い
え 

そ
ら
ま
め
訪
問

﹇
２
０
１
４
年
10
月
﹈

　

バ
ナ
ナ
募
金
の
取
組
み
で
は
、福
島
の
保
育
園
・
幼
稚
園

へ
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
を
届
け
る
こ
と
に
加
え
て
、フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
バ
ナ
ナ
の
生
産
者
が
来
日
し
た
時
に
は
、バ
ナ
ナ

の
届
け
先
の
園
を
訪
問
す
る
機
会
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。保

育
園
を
訪
問
し
た
生
産
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

参
加
者
の
声

ロ
ッ
ド
ジ
ム・
カ
バレ
ロ・
カ
ト
ゥ
バ
イ

（
愛
称
ボ
イ
）
／Rodjim

 Caballero Catubay

ネ
グ
ロ
ス
東
州
バ
ナ
ナ
生
産
者

　

私
た
ち
の
訪
問
と
交
流
を
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。放
射
線
の
被
ば
く
の
問
題
で
子
ど
も
た
ち

が
自
由
に
ど
こ
で
も
遊
べ
な
い
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
な
か
で
、親
御
さ
ん
た
ち

も
信
頼
し
て
子
ど
も
た
ち
を
送
り
、日
々
面
倒
を
み
る
先
生

た
ち
の
仕
事
ぶ
り
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。訪
問
先
の
ひ
と

つ
、あ
す
な
ろ
保
育
園
は
、２
０
１
３
年
に
発
生
し
た
ヨ
ラ
ン

ダ
台
風
の
被
害
に
際
し
て
、千
羽
鶴
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、最
終
的
に
は
台
風

被
害
で
は
な
く
、２
０
１
２

年
２
月
に
ネ
グ
ロ
ス
東
州
で

起
き
た
地
震
で
被
災
し
た
フ

マ
イ
フ
マ
イ
小
学
校
に
届
け

ら
れ
た
の
で
す
が
、そ
の
お

礼
と
し
て
小
学
生
た
ち
の
作

品
を
私
が
代
表
し
て
あ
す

な
ろ
保
育
園
に
手
渡
し
ま
し

た
。福
島
の
保
育
園
と
ネ
グ

ロ
ス
の
小
学
校
と
の
交
流
も

継
続
し
て
い
け
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

青
少
年
ネ
グ
ロ
ス
体
験
ツ
ア
ー

　

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

主
催
の
ツ
ア
ー
。日
本
の
高
校
生
と
ネ
グ
ロ
ス
の
若
者
が
１

週
間
に
わ
た
り
共
同
生
活
を
送
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て
自
分
自
身
、お
互
い
の
こ
と
を
学
び
合
う
ツ

ア
ー
で
す
。人
生
の
宝
と
な
る
よ
う
な
時
間
を
過
ご
し
、毎

回
別
れ
の
時
は
涙
涙
！　

日
本
と
ネ
グ
ロ
ス
の
連
帯
を
築

い
て
き
て
い
る
大
事
な
交
流
で
す
。

参
加
者
の
声

ク
レ
ン
ト
・
ウ
ァ
レ
ン・
ネ
ブ
リ
ル

／Clint W
arren N

ebril

ネ
グ
ロ
ス
の
青
年
／
２
０
１
６
、２
０
１
７
年
参
加

　

１
週
間
と
い
う
短
い
間
に
た
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
多
く
を
学
び
、自
分
自
身
が
解
放
さ
れ
、そ

れ
を
友
だ
ち
に
共
有
す
る
こ
と
で
普
段
抱
え
て
い
る
不
安

が
取
り
除
か
れ
ま
し
た
。新
た
な
友
だ
ち
と
の
出
会
い
、新

し
い
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
、異
な
っ
た
文
化
に
触
れ
る
こ
と
、お

互
い
の
こ
と
を
語
り
合
う
の
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、こ
れ
か
ら

の
人
生
に
つ
い
て
考
え
、ま
た
今
ま
で
私
に
は
な
か
っ
た
新

し
い
世
界
を
知
る
こ
と

が
で
き
、視
野
が
広
が
り

ま
し
た
。今
後
も
こ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
続
き
、

こ
れ
を
通
じ
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
日
本
の
絆
が
さ
ら

に
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。私
た

ち
の
連
帯
が
そ
れ
を
可

能
に
し
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
！

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
組
合
員
ツ
ア
ー

﹇
２
０
１
６
年
９
月
﹈

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
２
年
に
１
回
、組
合
員
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
活
動
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
民
衆
交
易
の

生
産
者
を
訪
問
し
、交
流
し
て
き
て
い
ま
す
。２
０
１
６
年

に
は
、民
衆
交
易
の
一
番
新
し
い
仲
間
で
あ
る
カ
カ
オ
の
生

産
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
プ
ア
州
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

三
原
幸
子
／
み
は
ら
・
ゆ
き
こ

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
ふ
く
お
か
理
事
長

　

児
童
労
働
の
な
い
カ
カ
オ
で
作
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
ほ

し
い
と
言
う
組
合
員
の
声
か
ら
パ
プ
ア
州
と
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

パ
プ
ア
の
森
は
豊
か
な
恵
み
を
た
た
え
、村
人
は
そ
の
日

食
べ
る
分
だ
け
採
っ
て
き
ま
す
。そ
こ
に
突
然
来
訪
者
が
あ

ネ
グ
ロ
ス
視
察
ツ
ア
ー

﹇
２
０
１
３
年
２
月
﹈

　

震
災
後
、Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
二
本
松
有

機
農
業
研
究
会
の
若
手
２
名
が
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
主
催
の

若
手
メ
ン
バ
ー
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。ネ
グ
ロ
ス
か

ら
は
経
済
だ
け
で
は
測
れ
な
い
豊
か
さ
を
学
ぶ
一
方
、ネ
グ

ロ
ス
へ
は
福
島
の
原
発
事
故
の
現
状
な
ど
を
伝
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。日
本
・
ネ
グ
ロ
ス
の
若
者
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
学
び
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

大
内
督
／
お
お
う
ち
・
お
さ
む

二
本
松
有
機
農
業
研
究
会
代
表

　

ネ
グ
ロ
ス
島
の
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
で
は
若
者
が
家
畜
の
飼
育
、

野
菜
の
栽
培
を
学
び
、販
売
ま
で
お
こ
な
い
、農
業
者
と
し

れ
ば
準
備
し
た
食
事
を
惜
し
み
な
く
分
け
合
っ
て
食
べ
ま

す
。赤
子
は
地
域
の
女
性
た
ち
に
代
わ
る
代
わ
る
抱
か
れ
、

そ
の
子
の
顔
は
安
ら
か
で
す
。お
母
さ
ん
も
育
児
ス
ト
レ
ス

は
な
い
と
の
こ
と
。日
本
で
子
ど
も
た
ち
が
自
殺
す
る
話
を

す
る
と
、ど
う
し
て
子
ど
も
が
自
殺
な
ん
か
す
る
ん
だ
と
驚

か
れ
ま
し
た
。障

が
い
の
あ
る
方
は

皆
が
自
然
に
助

け
合
っ
て
い
ま
し

た
。助
け
合
い
支

え
あ
う
事
が
当

た
り
前
、グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
が
目
指

す「
地
域
」
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
し

た
。

て
自
立
す
る
術
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、み
ん
な
生
き
生
き

と
し
て
い
て
、頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。亡
く
な
っ
た
ア
ン
ボ

さ
ん
か
ら
は
、ネ
グ
ロ
ス

島
や
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
の
歴
史

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

若
者
の
未
来
を
切
り
開

こ
う
と
し
て
い
る
情
熱
に

感
銘
を
受
け
、夜
遅
く
ま

で
酒
を
酌
み
交
わ
し
語

り
明
か
し
た
こ
と
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

福
島
の
農
業
の
復
興
、再

生
へ
と
頑
張
ら
な
く
て

は
と
思
え
る
ツ
ア
ー
と
な

り
ま
し
た
。

アジアの農民同士の交流バナナ募金・園児たちとバナナ生産者の交流

若者の交流

消費者と生産者の交流 日比若手農民交流

フィリピンの童謡「カラバオ」を歌いながら踊るボイさん（右）。



162018.05.10   HALINA 4017 HALINA 40   2018.05.10HALINA 40   2018.05.01

現在までに開催した
『ホンモノの手作りチョコレート
 ワークショップ』の
開催地と回数 青森 1

山形 2

新潟 2
長野 3

福井 2
京都 1岡山 2

広島 3
山口 2

福岡 3

佐賀 1

鹿児島 1
沖縄 1

香川 1

岐阜 1
福島 6

北海道 3

埼玉 15

東京 55

千葉 2

神奈川 3
静岡 2

愛知 2
滋賀 1

大阪 4
兵庫 1

WORKSHOPCAFE

RECIPE

ホ
ン
モ
ノ
の
手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

民
衆
交
易
品
を
見
て
触
っ
て
味
わ
え
る

キ
ッ
チ
ン
カ
ー「P

to
P cafe

」！

2016、2017年度開催
「友産友消のススメ」　

友だちが手塩にかけて作ったものをていねいに料理してい

ただく。「○○県産
3

の〜」もいいけれど、「○○さん
3 3

のこ

パ
プ
ア
の
森
の
中
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
カ
カ
オ
を
ど
う
し
た
ら
日
本

で
広
げ
て
い
け
る
か
、
Ａ
Ｔ
Ｊ
の
商
品
担
当
者
と
一
緒
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
た
時
に
、
き
ま
ぐ
れ
や
の
吉
田
友
則
シ
ェ
フ
が
く
だ
さ
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
が
、
単
に
製
品
に
な
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く

て
、
せ
っ
か
く
手
元
に
あ
る
カ
カ
オ
と
い
う
素
材
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
す

る
行
程
を
体
験
で
き
る
﹁
本
当
の
手
づ
く
り︵
＝
一
か
ら
つ
く
る
︶﹂
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
広
め
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。
そ
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
形
で
、
各
地
を
周
り
は
じ
め
た
の
が
２
０
１
３
年
１
月
の
こ
と
。
そ
れ

か
ら
約
５
年
間
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で︵
小
さ
な
お
子
さ
ん
か

ら
大
人
ま
で
あ
わ
せ
て
︶２
３
０
０
人
近
く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

COMMENT
吉田友則／よしだ・とものり
きまぐれや、シェフ

　ワークショップ・キャラバンで2013年から3年かけて全国あちこちに行きました。
厳密に作ろうと思えば、いくらでも難しくなるチョコレート。あえてシンプルなレシ
ピと「大人の泥んこ遊びだと思ってやりましょう！」の声掛けで始めると、どこの会場
も想像を超えるエネルギーと笑い声が待っていました。「カカオは熟成します。発酵
食品です」。そんなことを言いながら、取り扱う側も時間をかけてこのカカオのこと
を知っていくのだなと、たくさんのことを教えてもらいました。遠くパプアから届く
作り手の温度感を皆さんに届け、皆さんの感じた温度感を向こうへ届けるのがこの
ワークショップとキットの役目かなと思っています（ハリーナ31号APLA食堂より抜粋）。

ワークショップ主催者から

榎本淳／えのもと・じゅん
新潟県長岡市

　新潟県長岡市を中心に「幸せのチョコレートづくり」の名称で
チョコレートワークショップを定期的に開催しています。あえて

“フェアトレード”の言葉を使わず、これまで接点のなかった方
ともチョコレートを通じて海外とのつながりを考える機会をつくっています。
　地域にあるものを掛け合わせ、大人も子どもも楽しめる時間になるように、これ
からも活動を続けていきます。

鈴木 裕／すずき・ひろし
エヌ・ハーベスト

按田優子／あんだ・ゆうこ
東京くらげSamosa wala Timoke 吉田友則／よしだ・とものり

きまぐれや
新納平太／にいろ・へいた
PEACE DELI

吉田友則／よしだ・とものり
きまぐれや

エコシュリンプ
Ecoshrimp

ゲランドの塩
Sel de Guérande

バランゴンバナナ
Blangon Banana

パプアのカカオ
Cacao from Papua

パレスチナのオリーブオイル
Palestinian Olive Oil

マスコバド糖
Mascobado Sugar

●ケララ風エビカレー
●ズッキーニとアスパラのサンバル
●じゃがいもとほうれん草のクートゥ
●ココナッツライス
●フンザアプリコットのライタ

●うま味を引き立てる：根菜の塩きんぴら
●酸っぱくてしょっぱい：レモンと塩味の貝
●腐敗でなくて発酵に導く：大根と洋なしの漬物
●甘さを引き立てる：男前ぼうろ、バランゴンバナナタルト
●塩分にはカリウム：お芋3種、果物盛り合わせ

●青バナナのセネガル風煮込み（煮）
●青バナナのココナッツマッシュ（蒸）
●青バナナと甘長とうがらしのグリル　ライタソース（焼）
●青バナナチップスとブルーベリードレッシングのグリー
ンサラダ（揚）

●紫キャベツとコリンキーのクミンマリネ
●丸麦入り玄米ごはん
●完熟バナナとココナッツとカカオニブのスイーツサモサ

●カカオをつかったパテ
●２種のドレッシングで楽しむサラダ（パレスチナの無濾過
オリーブオイル／カカオニブ）

●エコシュリンプのビスク
●こぼうとベーコンのカカオ和え
●三里塚ワンパックの大根のコンフィ
●エコシュリンプのカカオパスタ
●チーズケーキ

●季節の果物とグリーンのパレスチナオリーブオイルのサ
ラダ

●こどもパンのバゲットとパレスチナオリーブ＆キャロッ
トの自家製パテのカナッペ
●パレスチナオリーブと鹿肉の自家製パテドカンパーニュ
●キヌアとヘンプナッツとチアシードのオリーブオイルマ
リネ

●エコシュリンプとオリーブのトマトパスタ
●スタンプタウンコーヒー　ホンジュラス

●マスコバド糖がキャラメリゼされたトマトとエコシュリンプ
●マスコバド糖ジンジャードレッシングサラダ
●トマトソースのパスタにマスコバド糖を加えながら
●豚肉マスコバド糖煮込み
●シェフのお母様お手製寒天とマスコバドジンジャーシロ
ップ添え

●コーヒーとマスコバド糖パウンドケーキCOMMENT

エコシュリンプを惜しみなく使っていただいたケラ
ラ風エビカレーをメインにした本格南インド料理
のプレートをいただきました。スパイスの専門家・
鈴木さんならではのスパイス使い。その虜になって
ごはんのおかわりをする方が続出でした。エコシュ
リンプは最後に加え、火を通しすぎないのがプリプ
リに仕上げるコツだそうです。

COMMENT

メニュー名にある通り、塩が持つ多様な役割を一つ
ひとつのお料理で見せてくださった按田さん。「レ
モンと塩味の貝」は、具材のムール貝よりもソース
がメインと言っても過言ではないくらい、酸っぱく
てしょっぱいソースと一緒にお芋がどんどん進み
ました。ゲランドの塩ならではの旨味のある塩気の
魅力、再発見！な夜でした。

COMMENT

バランゴンバナナをメインにした料理、というのは
一番の難題だったかもしれません。熟していない青
バナナを使ってきれいなプレートを提供してくれ
たTimokeさん。調理法を変えることで、異なる食
感や味を存分に楽しませてもらいました。

COMMENT

民衆交易の食材すべてを使い切った特別ディナー
となりました。その中でも、驚いたのがカカオのパ
スタ！主張しすぎないのにカカオの味がして、エコ
シュリンプベースのパスタソースにも不思議とマ
ッチする、吉田シェフ・マジックのかかった一皿で
した。

COMMENT

パレスチナのオリーブオイルは、火を通さず生のま
まで香りや風味を楽しむのがおススメということ
で、ドレッシングやパテ、マリネにふんだんに使っ
ていただきました。パンや鹿肉、雑穀など、新納さん
の「友産」の素材との美味しいコラボが実現したデ
ィナーとなりました。

COMMENT

マスコバド糖の様々な側面を味わう実験的なディ
ナーとなりました。写真は、一見普通のトマトソー
スパスタに見えますが、このトマトソースは、トマト
缶そのままをパスタに乗せただけ。その上からマス
コバド糖を振り掛けると、あら不思議、コクのある
トマトソースに変身。「天然旨味調味料」であるマス
コバド糖の特徴を実感できる一品です。

だわりがつまった〜」を食卓に増やしていきたい。そうすれば、

日々の食卓は、美味しく楽しく豊かに変わっていくはず……。

そんな「友
とも

産
さん

友
とも

消
しょう

」を広げたいという思いのもと、６名のとび

きりの料理人に腕をふるっていただいて「友産友消のススメ」

を開催しました。

あ
れ
は
遡
る
こ
と
４
年
前
⋮
の
い
つ
か

の
理
事
会
後
の
飲
み
会
で
の
こ
と
。

理
事
の
市
橋
さ
ん
か
ら
カ
フ
ェ
車
の
構
想
を

聞
い
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
イ
ベ
ン
ト
出
店
と
い
え
ば
基
本
物
販
だ
け

で
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
実
際
に
飲
ん
で
味
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま

っ
て
い
た
事
務
局
に
と
っ
て
は
、
夢
の
よ
う

な
話
で
し
た
。
皆
目
が
輝
い
て
、
と
て
も
わ

く
わ
く
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間

に
準
備
が
進
み
﹁
名
前
は
何
が
い
い
か
な

ぁ
？
﹂﹁P

toP
cafe

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
﹂
と
い
う
具
合
で
、
気
合
を
入
れ
て
お

店
の
名
前
の
入
っ
た
の
ぼ
り
を
作
り
、
２
０

１
４
年
11
月
23
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
不
慣
れ
な
こ
と
も
多
く
毎
回
が

練
習︵
と
い
っ
た
ら
お
客
様
に
失
礼
で
す
が
︶
の
よ

う
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

﹁
生
産
者
と
つ
な
が
っ

て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
の
お

い
し
さ
を
た
く
さ
ん
の

人
に
届
け
た
い
﹂
と
い

う
気
持
ち
と
イ
ン
タ
ー

ン
の
学
生
た
ち
の
お
陰

で
ど
ん
ど
ん
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ほ

ん
の
一
部
で
す
が
、
カ

フ
ェ
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

※東京朝一アースデイマーケットに出店中！
詳しくはこちらをご覧ください。
http://www.earthdaymarket.com/

※東京一円での出店許可を持っているので、イベント開催のお誘い
も大歓迎です！　APLA事務局までご連絡ください。

吉田シェフ（後列左から2番目）とAPLA認定の「カカオ大使」と
なられた皆さん（2016年12月）

　開店したてのカフェ。
まだまだ手探り状態。

　カカオキタのデッキーさん
も遊びに来てくれました。イン
ターンの2人と一緒に。大島さ
ん（左）、小川さん（真中）。

　市橋さん（写真円内）の自
家焙煎コーヒーは注文を
受けてからその場で挽い
て、ハンドドリップで丁寧
に淹れています！

　マスコバド糖30周年を祝した
ドリンク。ジンジャエール（写真円
内）＆黒糖ミルクコーヒー。

　　学生インタ
ーンが作ってくれ
た看板。カフェに
はとっても重要な
アイテムです。

最近のカフェ車。
これからも更に進化していきます！
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安
藤
◎
ま
ず
は
、
こ
の
10
年
間
そ
れ
ぞ

れ
が
関
わ
っ
て
き
た
具
体
的
な
仕
事
や

活
動
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い
、
そ
の

中
か
ら
見
え
て
く
る
社
会
状
況
や
達
成

で
き
た
こ
と
、
課
題
な
ど
を
議
論
し
て

い
き
た
い
。

箕
曲
◎
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
、

ラ
オ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
の
と
こ
ろ

に
大
学
生
を
連
れ
て
行
く
ツ
ア
ー
を
２

０
１
１
年
か
ら
や
っ
て
い
る
。
ツ
ア
ー

を
始
め
た
直
接
的
な
理
由
は
、
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
に
関
心
の
あ
る
学
生
は
い
る

が
、
現
場
の
こ
と
を
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
と
ん
ち
ん
か
ん
な
こ
と
を
言
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
た
か
ら
。
学

生
た
ち
は
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
広
め

た
い
」
と
学
内
外
で
活
動
し
て
い
る

が
、
話
を
聞
い
て
い
る
と
ち
ょ
っ
と
お

か
し
い
ぞ
、
と
。
大
学
の
教
室
の
中
で

植
民
地
主
義
や
南
北
問
題
の
話
を
し
て

も
、
学
生
た
ち
は
自
分
と
は
ま
っ
た
く

関
係
が
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
な
い
。
話
す
方
は
非

常
に
む
な
し
く
、
聞
い
て
い
る
側
も
退

屈
。
そ
れ
を
解
決
す
る
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
現
場
に
実
際
に
行
く
と
い
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
ス
タ

ー
ト
し
た
。
発
展
途
上
国
の
コ
ー
ヒ
ー

生
産
者
の
ひ
と
つ
の
事
例
を
実
際
に
見

に
行
く
こ
と
で
、
な
ぜ
彼
ら
が
こ
う
い

う
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
歴
史

的
理
由
ま
で
考
え
て
も
ら
え
た
ら
い
い

な
と
思
っ
た
。
目
標
と
し
た
「
相
手
に

対
す
る
共
感
」
や
「
交
流
す
る
お
互
い

が
感
動
す
る
」
出
会
い
の
場
は
確
か
に

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。PtoP

カ
フ

ェ
は
渋
谷
の
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ

て
い
る
ア
ー
ス
デ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

出
店
が
主
だ
が
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
が
別
の
場

所
で
出
た
イ
ベ
ン
ト
の
消
費
者
の
反
応

と
か
は
あ
る
か
？

吉
澤
◎
先
日
、
新
宿
駅
西
口
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
広
場
で
開
催
さ
れ
た
新
宿
区
の
消

費
生
活
展
へ
出
展
し
た
と
き
、
１
本
80

円
で
バ
ナ
ナ
を
売
っ
た
が
、
１
房
80
円

だ
と
思
っ
て
会
計
し
た
人
に
４
０
０
円

だ
と
伝
え
た
ら
無
言
で
返
さ
れ
た
り
、

「
ど
ん
だ
け
お
い
し
い
バ
ナ
ナ
な
の
か

し
ら
ね
」
と
嫌
味
を
言
う
人
が
い
た
り
、

こ
う
い
う
消
費
者
が
一
般
的
な
ん
だ
ろ

う
な
、
と
改
め
て
気
づ
い
た
。
一
方
で

ア
ー
ス
デ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
ど
ん

な
に
見
て
く
れ
が
悪
く
て
も
買
っ
て
い

く
お
客
さ
ん
は
い
る
の
で
、
価
値
の
二

層
化
が
如
実
に
消
費
行
動
に
表
れ
る
な

と
。
こ
う
い
う
世
の
中
に
生
き
て
い
る

の
が
体
験
と
し
て
分
か
る
。

時
代
が
変
わ
る
な
か
で

試
行
錯
誤
し
た　

年

吉
澤
◎
２
０
０
８
年
に
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
と
な

っ
た
時
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
か
ら
引
き
継
ぐ
と

い
う
立
場
で
意
識
し
て
き
た
点
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
支
援
で
な
く
て
分
か
ち
合

い
の
関
係
性
を
ど
う
つ
く
れ
る
か
と
い

う
点
。
活
動
に
は
ど
う
し
て
も
お
金
が

発
生
す
る
の
で
そ
れ
を
ア
ジ
ア
側
に
持

っ
て
い
く
こ
と
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

向
こ
う
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
何
か
を
進
め

る
と
き
に
、
そ
の
取
り
扱
い
方
に
注
意

る
の
で
、
こ
れ
を
買
え
ば
生
産
者
の
貧

困
を
解
決
す
る
、
と
学
生
た
ち
は
説
明

す
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
間
違
い
で
は

な
い
が
、
そ
の
生
産
者
の
生
活
に
つ
い

て
全
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
い
。
ご

飯
も
食
べ
ら
れ
ず
と
て
も
ひ
も
じ
く
し

て
い
る
よ
う
な
状
況
の
貧
困
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。
実
際
に
飢
餓
状
態
の
人

た
ち
は
世
の
中
に
多
く
い
る
が
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
が
対
象
に
し
て
い
る
の
は

そ
の
層
で
は
な
い
。
ラ
オ
ス
の
コ
ー
ヒ

ー
生
産
者
の
場
合
は
、
お
金
は
な
い
け

れ
ど
も
ま
っ
た
く
飯
が
食
え
な
い
わ
け

で
は
な
く
、
医
療
や
教
育
で
足
り
な
い

と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
、
彼
ら
な
り
に
考

え
て
楽
し
く
生
活
し
て
い
る
。
そ
の
人

間
の
部
分
が
見
え
て
い
な
い
。

安
藤
◎
植
民
地
主
義
を
話
す
の
が
難
し

い
う
話
が
主
体
的
に
で
て
き

て
い
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
時
代
の

失
敗
を
含
め
た
経
験
を
踏
ま

え
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
か
ら

こ
そ
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら

こ
そ
、
今
後
も
適
切
な
寄
り

添
い
方
が
で
き
れ
ば
、
10
年

く
ら
い
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

人
た
ち
自
身
で
実
現
で
き
る

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ふ
た
つ
め
は
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
設
立
趣

意
書
に
も
書
か
れ
て
い
た
、
農
村
と
都

市
の
格
差
と
、
そ
の
問
題
に
向
き
合
い

ど
う
つ
な
が
れ
る
か
と
い
う
課
題
。
Ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
初
期
は
、
千
葉
県
成
田
や
島
根

県
弥
栄
や
北
海
道
中
標
津
な
ど
へ
の
国

内
ツ
ア
ー
も
開
催
し
、
農
業
、
林
業
、

酪
農
な
ど
日
本
の
現
場
を
見
て
歩
き
、

そ
こ
の
地
域
と
つ
な
が
れ
な
い
か
と
画

策
し
た
が
、
単
発
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
そ
の
頃
に
３
・
11
が
起
き
て
、

そ
の
後
福
島
の
二
本
松
有
機
農
業
研
究

会
と
出
会
い
、
継
続
的
な
関
係
性
で
活

動
を
共
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、

も
は
や
農
村
と
都
市
と
い
う
枠
組
み
で

は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
８
年
頃
に
反
貧
困
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
が
始
ま
り
、
日
本

国
内
の
貧
困
問
題
が
可
視
化
さ
れ
て
き

た
。
あ
の
時
、
反
貧
困
の
イ
ベ
ン
ト
で

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
話
を
し
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
私
は
一

体
何
を
話
せ
ば
い
い
の
か
大
き
な
問
い

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
の
活
動
を
す
る
な
か
で
、
そ
の
個
人

く
、
バ
ナ
ナ
の
生
産
者
の
話
、
人
間
の

部
分
、
生
活
の
部
分
へ
の
理
解
が
ど
う

な
の
か
と
い
う
違
和
感
が
ず
っ
と
あ
る
。

PtoP

カ
フ
ェ
も
実
は
同
じ
で
、
日
本

の
消
費
者
と
の
直
接
的
な
接
点
を
も
っ

と
作
り
た
い
と
い
う
の
が
あ
っ
て
始
め

た
。
自
分
個
人
の
直
接
的
な
き
っ
か
け

は
、
震
災
後
、
大
学
教
員
の
仕
事
が
な

く
な
っ
た
ら
ど
う
い
う
風
に
生
き
て
い

く
の
か
、
と
い
う
疑
問
。
祖
父
母
が
戦

前
か
ら
街
の
角
屋
さ
ん
を
や
っ
て
い
た
。

子
ど
も
の
頃
に
は
自
分
も
店
の
手
伝
い

を
し
て
い
た
。
色
ん
な
人
が
き
て
、
か

ら
か
わ
れ
た
り
、
ほ
め
て
も
ら
え
た
り

し
て
楽
し
か
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
っ
てPtoP

カ
フ
ェ
を
始
め
て
み
た
。

バ
ナ
ナ
生
産
者
に
し
た
ら
、
学
校
に
子

ど
も
を
や
り
た
い
か
ら
バ
ナ
ナ
の
値
段

を
あ
げ
て
ほ
し
い
と
か
色
ん
な
事
情
が

あ
る
。
等
身
大
で
見
て
聞
く
必
要
が
あ

る
。
世
界
を
変
え
る
た
め
に
バ
ナ
ナ
を

作
っ
て
い
る
と
か
と
は
違
う
次
元
を
理

解
し
て
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
だ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
大
き
な

話
か
ら
離
れ
て
、
事
故
で
指
を
亡
く
し

た
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
は
ど
う
し
て
い

る
か
な
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
で
お

金
使
い
こ
ん
で
首
に
な
っ
た
彼
は
ど
う

し
て
い
る
か
な
、
一
人
で
バ
ナ
ナ
育
て

て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
だ
い
ぶ
歳
だ

ろ
う
し
ど
う
し
て
い
る
か
な
、
と
意
識

が
そ
っ
ち
に
行
っ
て
し
ま
う
。

安
藤
◎
市
橋
さ
ん
に
と
っ
てPtoP

カ

フ
ェ
の
活
動
に
は
、
物
を
売
っ
た
り
買

っ
た
り
す
る
原
点
に
帰
る
と
い
う
意
味

て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
二
本
松
に
行
く
こ
と

で
〝
そ
う
い
う
対
象
〞
な
ん
だ
と
い
う

思
い
を
抱
か
せ
て
し
ま
っ
た
。「
そ
う

じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
見
せ
て
い

く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
何
か
を

一
緒
に
や
る
こ
と
で
乗
り
越
え
、
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
の
思
い
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
っ
た
。

安
藤
◎
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
１
９
８
０
年
代

の
飢
餓
に
象
徴
さ
れ
る
政
治
・
社
会
問

題
の
構
造
と
同
じ
も
の
が
、
今
日
の
日

本
社
会
の
中
に
も
あ
る
。
都
市
は
そ
の

問
題
か
ら
無
縁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
問
題
が
集
約
的
に
現
れ
る
場
で
あ
る
。

吉
澤
◎
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
設
立
時
か
ら
か
な
り

長
い
間
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
農
村
と
都

市
」
と
い
う
こ
と
を
載
せ
て
い
た
が
、

か
な
り
早
い
段
階
で
こ
の
捉
え
方
は
変

わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
今
と
な

っ
て
は
思
う
。
国
際
協
力
関
係
で
一
番

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

フ
ェ
ス
タ
に
も
２
０
１
２
年
か
ら
出
な

く
な
り
、
逆
に
国
内
の
横
の
つ
な
が
り

を
つ
く
れ
る
ア
ー
ス
デ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
よ
う
な
も
の
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

事
務
局
で
は
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
そ
う
や
っ
て
位
置
付
け
、

南
北
問
題
の
構
造
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

問
題
は
別
の
も
の
じ
ゃ
な
い
と
い
う
意

識
で
動
い
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。

箕
曲
◎
ま
さ
に
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
ら
し
い
な
と

思
う
。
そ
れ
っ
て
も
う
南
北
問
題
と
い

う
構
図
か
ら
出
ま
し
ょ
う
よ
、
と
い
う

話
。
そ
う
い
う
枠
組
み
で
も
の
を
捉
え

て
い
る
限
り
、
自
分
た
ち
が
や
ろ
う
と

生
み
出
せ
て
き
た
。
ま
っ
た
く
違
う
世

界
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
同
士
が
出
会

う
こ
と
で
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
様
々

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
参
加
者

た
ち
が
何
か
し
ら
を
感
じ
て
持
ち
帰
っ

て
い
く
。
そ
し
て
、
日
本
で
自
分
が
飲

む
コ
ー
ヒ
ー
に
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
課
題
と
し
て
残

る
の
は
、
大
き
な
話
に
は
結
び
つ
か
な

い
と
い
う
こ
と
。
共
感
や
感
動
は
あ
る

が
、
そ
の
場
で
終
わ
っ
て
、
な
ぜ
彼
ら

が
そ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
る
か
と
い

う
点
ま
で
思
い
が
い
き
つ
か
な
い
。

安
藤
◎
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
心
が
あ

る
学
生
が
「
と
ん
ち
ん
か
ん
」
と
い
う

の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

箕
曲
◎
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
一
般
的
に

市
場
価
格
よ
り
高
い
お
金
を
渡
し
て
い

を
払
っ
た
。
そ
れ
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で

特
に
体
現
し
て
き
た
と
思
う
。
Ｊ
Ｃ
Ｎ

Ｃ
の
失
敗
か
ら
、
お
金
や
モ
ノ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
外
か

ら
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
る
難
し
さ
が
引

き
継
が
れ
て
い
た
の
で
、
向
こ
う
の
主

体
性
を
ど
う
引
き
出
せ
る
か
を
留
意
し

て
き
た
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
具
体
的
な

活
動
を
始
め
る
前
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
る
地
域
を
探
す
際
、
野
川
が
長
期
間

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
。
外
国
人
が
入

っ
た
時
に
、
援
助
が
も
ら
え
る
と
か
お

金
を
も
ら
え
る
ん
だ
と
い
う
対
応
を
し

な
い
地
域
を
選
ん
だ
の
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
。お
金
を
渡
す
の
で
は
な
く
、情
報

を
提
供
し
た
り
、
誰
か
と
つ
な
げ
た
り
、

み
ん
な
が
や
り
た
い
こ
と
に
寄
り
添
う

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い
と
予
め
説
明

し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
大
き
な
支
援
は

期
待
さ
れ
ず
、
た
だ
現
地
を
頻
繁
に
訪

問
し
寄
り
添
う
こ
と
で
、
向
こ
う
の
人

た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
し
つ
つ

あ
る
。
最
近
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

き
た
農
民
た
ち
自
身
か
ら
、
地
域
の
中

で
活
動
で
き
る
組
織
を
つ
く
り
た
い
と

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
？　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
植
民
地
主

義
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
。

箕
曲
◎
抽
象
的
な
話
を
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
聞
け
て
い
る
の
か
、
学
生
た
ち

が
ど
う
受
け
取
っ
て
い
る
の
か
、
正
直

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
。
ひ
と
つ

言
え
る
の
は
、
世
界
史
を
勉
強
し
て
い

る
人
が
減
っ
て
い
て
、
基
礎
と
な
る
事

実
を
知
ら
な
い
。
統
計
的
な
デ
ー
タ
は

な
い
の
で
肌
感
覚
だ
が
、
現
代
史
の
部

分
の
授
業
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
と

は
言
わ
れ
て
い
る
。
関
心
が
な
く
言
葉

を
知
ら
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
頭
に
入

っ
て
い
か
な
い
。
ま
た
、「
権
力
」
を

理
解
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
よ
う
だ
。

権
力
は
目
に
見
え
な
い
。
力
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
て
、
そ
れ
に
従
う
人
が
い

て
…
と
い
う
の
は
ど
こ
で
も
存
在
す
る

構
造
だ
が
、
そ
こ
へ
の
感
受
性
が
な
い
。

そ
う
言
わ
れ
て
も
ど
こ
が
問
題
な
の
か

が
分
か
ら
な
い
。
そ
の
辺
り
も
、
植
民

地
主
義
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
だ
と

思
う
の
だ
が
…
。

大
き
な
話
と
「
人
間
の
部
分
」

市
橋
◎

自
分
の
問
題
関
心
は
箕
曲
さ

ん
が
話
し
た
こ
と
と
重
な
っ
て
い

る
。「
人
間
の
部
分
を
捉
え
き
れ
て
い

な
い
」
と
い
う
点
が
、
Ａ
Ｔ
Ｊ
や
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
の
運
動
に
あ
る
と
思

う
。
植
民
地
主
義
と
い
う
よ
う
な
大
き

な
部
分
に
の
み
位
置
付
け
た
議
論
を
脱

却
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
や
は
り
、

運
動
家
た
ち
の
運
動
と
い
う
部
分
が
強

的
な
体
験
が
い
つ
も
頭
の
片
隅
に
あ
っ

た
。
南
北
問
題
や
ア
ジ
ア
の
貧
困
と
言

い
つ
つ
、
村
で
も
都
市
で
も
日
本
の
中

で
生
き
て
い
く
の
が
苦
し
い
人
も
た
く

さ
ん
い
る
な
か
で
、
民
衆
交
易
と
か
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え

続
け
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け

に
出
会
っ
た
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち

が
、
自
分
た
ち
で
茨
城
で
お
米
や
野
菜

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、

お
金
で
売
り
買
い
す
る
だ
け
で
は
な
い

何
か
を
創
っ
て
い
く
こ
と
で
乗
り
越
え

ら
れ
る
の
で
は
、
と
意
識
し
て
き
た
。

具
体
的
な
活
動
に
は
で
き
て
い
な
い
が
、

そ
う
い
う
こ
と
も
試
行
錯
誤
し
た
10
年

だ
っ
た
。

安
藤
◎
農
村
と
都
市
の
関
係
性
の
点
で

も
う
少
し
聞
き
た
い
が
、
３
・
11
が
起

き
て
、
二
本
松
と
の
関
係
が
生
ま
れ
て

き
た
が
、
こ
の
点
を
ど
う
位
置
付
け
て

い
る
？

吉
澤
◎

村
か
都
市
か
で
は
な
く
、
原

発
事
故
は
福
島
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
自
分
た
ち
も
当
事
者
と
し
て
関
わ

り
、
何
が
で
き
る
の
か
。
福
島
の
人
た

ち
を
助
け
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
を
ど
う
創
れ
る
か
、
あ

り
方
を
ど
う
模
索
し
て
い
く
の
か
。
そ

れ
を
一
緒
に
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
二
本
松
有
機
農
業
研
究
会
の
歩
み
に

寄
り
添
わ
せ
て
も
ら
い
関
係
性
を
築
い

て
き
て
い
る
。
出
会
っ
た
頃
、
二
本
松

有
機
農
業
研
究
会
の
大
内
信
一
さ
ん
に

「
俺
ら
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
同
じ
に
な
っ

た
か
」
と
言
わ
れ
て
、
国
際
協
力
を
し

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
理
事
、評
議
員
５
人
が
、

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
に
関
わ
っ
て
き
て
今
考
え
て
い
る
こ
と
を
放
談
し
ま
し
た
。

社
会
の
あ
り
方
と
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
な
か
、

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
活
動
を
ど
う
捉
え
直
す
の
か
、

何
に
力
点
を
置
い
て
い
く
の
か
、意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
　
年
を

振
り
返
っ
て
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し
て
い
る
こ
と
は
達
成
で
き
な
い
と
い

う
気
づ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

赤
松
◎
そ
う
い
う
流
れ
の
源
流
は
Ｊ
Ｃ

Ｎ
Ｃ
時
代
か
ら
あ
っ
た
。「
足
元
か
ら

考
え
る
農
・
食
・
国
際
協
力
」
の
発
行

だ
っ
た
り
、
Ｒ
Ｕ
Ａ
と
い
う
む
ら
と
ま

ち
を
つ
な
ぐ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
つ
く
っ
て
一
緒

に
や
っ
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス

タ
で
も
日
本
の
野
菜
で
つ
く
っ
た
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
を
作
っ
た
り
し
て
「
何
で
そ

う
い
う
こ
と
し
て
る
の
？
」
と
異
色
の

団
体
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｎ

Ｃ
時
代
か
ら
日
本
の
農
村
と
も
つ
な
が

り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、
Ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
と
し
て
仕
切
り
直
し
、
出
直
し

た
の
は
大
き
か
っ
た
。
今
ま
で
の
流
れ

を
く
み
な
が
ら
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
ア
ジ
ア
と
つ
な
が
る
と
い
う
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

バ
ナ
ナ
を
通
じ
て
見
え
て
く
る

昔
と
今

赤
松
◎
こ
の
10
年
Ａ
Ｔ
Ｊ
で
バ
ナ
ナ
を

担
当
し
て
き
た
。
Ａ
Ｔ
Ｊ
は
株
式
会
社

な
の
で
、
マ
ス
コ
バ
ド
糖
や
バ
ナ
ナ
を

き
ち
ん
と
日
本
に
持
っ
て
き
て
販
売
す

る
こ
と
が
役
割
と
し
て
一
番
求
め
ら
れ

て
い
る
。
い
か
に
事
業
と
し
て
成
り
立

た
せ
る
か
。
た
だ
、
そ
の
原
点
に
は
、

ネ
グ
ロ
ス
の
飢
餓
が
あ
り
、
人
び
と
が

き
ち
ん
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
砂
糖
や
バ
ナ
ナ
で
も
あ
る
。
主
な

販
売
先
は
生
協
だ
が
、
昔
か
ら
知
っ
て

い
る
組
合
員
さ
ん
に
は
「
こ
の
30
年
で

何
が
変
わ
っ
た
の
？
」
と
よ
く
聞
か
れ

な
が
る
。
自
分
の
生
き
て
い
る
今
の
日

本
社
会
が
非
常
に
制
度
化
さ
れ
て
い
て
、

実
は
自
分
の
選
択
肢
が
少
な
い
こ
と
を

言
語
化
で
き
な
く
と
も
感
覚
と
し
て
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
学
生
を
観
察
し
て

い
る
と
見
え
て
く
る
。
学
生
の
大
部
分

が
卒
業
し
て
就
職
し
た
ら
一
生
そ
の
ま

ま
で
、
会
社
に
行
っ
た
ら
社
畜
と
な
り
、

そ
ん
な
人
生
し
か
選
べ
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
こ
を
変
え
る
の
が
ラ
オ
ス
の

農
家
に
会
い
に
行
く
意
味
の
一
つ
だ
ろ

う
。
あ
る
意
味
で
は
、
貧
困
・
貧
し
さ

と
い
う
の
は
選
択
肢
が
な
い
こ
と
と
捉

え
る
と
、
今
の
日
本
の
学
生
は
貧
し
い

人
生
を
歩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

安
藤
◎
数
百
年
の
植
民
地
主
義
と
資
本

主
義
で
構
築
さ
れ
た
も
の
を
根
本
的
に

う
点
が
出
て
き
た
が
、
本
当
は
Ａ
Ｔ
Ｊ

に
い
る
私
た
ち
も
生
産
者
と
消
費
者
を

つ
な
ぐ
役
割
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
事
業
を
回
す
の
に
精
一
杯
で
そ
こ

ま
で
で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
実
が
あ

る
。

　

新
宿
の
消
費
生
活
展
で
バ
ナ
ナ
が
高

い
と
言
わ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
き

た
が
、
こ
れ
が
今
の
現
実
な
ん
だ
と
思

う
。
生
協
の
中
で
も
あ
る
程
度
二
層
化

し
て
き
て
い
る
。
信
念
を
持
っ
て
買
い

支
え
る
と
い
う
層
と
、
安
心
安
全
な
も

の
が
配
達
し
て
も
ら
え
て
便
利
だ
か
ら

買
う
と
い
う
層
。
そ
う
い
う
現
状
で
生

産
者
の
こ
と
ま
で
し
っ
か
り
伝
え
る
の

は
難
し
さ
が
あ
り
、
自
分
た
ち
に
欠
け

て
い
る
点
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。
か
つ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
成
長
で
物
価
や
物

流
費
も
上
が
っ
て
い
る
が
、
ど
ん
ど
ん

値
上
げ
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
Ａ

Ｔ
Ｊ
の
事
業
全
体
の
中
で
も
何
か
の
転

換
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
す
ま
す

〝
い
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど
高
く

て
買
え
な
い
バ
ナ
ナ
〞
に
な
っ
て
い
か

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。

市
橋
◎
新
宿
の
お
客
さ
ん
の
話
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
人
た
ち
を
必
ず
し
も
全
部

味
方
に
つ
け
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。

昔
は
熱
心
な
人
た
ち
と
の
付
き
合
い
が

濃
か
っ
た
だ
け
で
、
そ
ん
な
に
悲
観
す

る
こ
と
は
な
い
の
で
は
。
た
だ
、
一
方

で
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
リ
ズ
ム
な

ど
、
我
々
以
上
に
企
業
が
ま
る
で
生
産

者
に
近
い
よ
う
な
見
せ
方
を
す
る
よ
う

な
と
思
う
。
た
だ
学
生
が
ラ
オ
ス
へ
行

く
よ
う
に
、
全
員
が
現
地
に
行
け
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
様
々
な
活
動
や
ツ

ー
ル
で
ど
う
き
っ
か
け
を
作
れ
る
か
だ

と
思
う
。

箕
曲
◎
Ａ
Ｔ
Ｊ
の
場
合
は
、
バ
ナ
ナ
や

エ
ビ
を
輸
入
す
る
こ
と
自
体
が
南
北
問

題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
そ
れ
は

ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か
？ 

た
だ
、
難
し
い
の
は
、
Ａ
Ｔ
Ｊ
は
、
本

来
「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
、
コ
ト
か
ら
モ

ノ
へ
」
な
ん
だ
け
ど
、
モ
ノ
に
規
定
さ

れ
る
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
実
務
的
な

作
業
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
構

造
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

市
橋
◎
「
人
の
顔
が
見
え
る
」
と
い
う

点
で
は
、
社
員
が
モ
ノ
を
扱
う
こ
と
の

困
難
さ
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
。
例
え
ば
、

バ
ナ
ナ
が
余
っ
て
い
る
と
か
、
台
風
で

バ
ナ
ナ
が
倒
れ
て
今
週
は
欠
品
だ
と
か
、

廃
棄
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
か
、
ス

タ
ッ
フ
は
ス
タ
ッ
フ
の
切
実
さ
を
ち
ゃ

ん
と
出
し
た
ら
い
い
と
思
う
。
Ａ
Ｔ
Ｊ

の
人
た
ち
は
お
と
な
し
い
人
が
多
く
て
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

た
い
！
と
い
う
の
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ

な
い
。
む
し
ろ
控
え
め
。

赤
松
◎
「
人
」
と
い
う
点
で
は
、
産
地

の
リ
ア
ル
な
姿
を
伝
え
る
と
い
う
点
も

あ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
も
一
人
の
人
と
し

て
働
い
て
い
る
と
い
う
の
は
確
か
に
表

現
で
き
て
い
な
い
。
組
織
の
人
間
と
し

て
ど
う
動
く
べ
き
か
を
意
識
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
い
る
。

の
お
店
が
ど
ん
ど
ん
無
く
な
っ
て
い
く

社
会
は
悲
し
い
。

私
た
ち
な
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
？

安
藤
◎
南
北
問
題
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

で
あ
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
原
点
だ
と
思
う

が
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
も
そ
こ
を
引
き
継
い
で

い
る
。
南
の
貧
困
が
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
南
北
問
題
を
巡
る
状
況

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

箕
曲
◎
「
北
が
豊
か
で
南
が
貧
し
い
」

と
い
う
固
定
観
念
で
と
ら
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
国
内
と
海
外
の
貧
困
問
題
は

つ
な
が
っ
て
い
る
。
貧
困
の
定
義
を
ど

う
す
る
か
に
も
よ
る
が
、
見
方
に
よ
っ

て
は
、
私
た
ち
も
す
で
に
貧
し
い
と
捉

え
ら
れ
る
し
、
貧
困
の
概
念
そ
の
も
の

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ふ
と
思
っ
た

の
が
、
ラ
オ
ス
に
学
生
を
連
れ
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
生
き
方

を
見
直
す
の
が
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
学
生
た
ち

の
関
心
が
大
き
な
問
題
に
い
か
な
い
と

言
っ
た
が
、
そ
こ
に
い
く
必
要
も
な
い

の
か
も
。
自
分
た
ち
の
生
き
方
を
考
え

ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
。
今
年
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
あ
る

学
生
が
「
農
業
っ
て
す
ご
い
」
と
言
っ

た
。
ノ
ン
カ
リ
村
の
ス
ン
ト
ー
ン
さ
ん

と
い
う
や
り
手
で
力
の
あ
る
農
家
が
い

る
。
彼
が
自
分
の
土
地
を
活
用
し
て
何

を
作
る
か
を
考
え
て
、
お
金
を
稼
い
で

い
る
姿
を
見
て
、
非
常
に
主
体
的
な
人

た
ち
だ
と
理
解
す
る
。
そ
れ
が
自
分
の

生
き
方
、
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
に
つ

て
い
る
し
、
今
は
ス
タ
ッ
フ
の
苦
悩
と

か
を
出
し
た
方
が
、
共
感
を
得
ら
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

安
藤
◎
民
衆
交
易
の
現
場
で
働
い
て
い

る
人
も
一
人
の
人
間
で
、
資
本
主
義
や

植
民
地
主
義
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
て
、

株
式
会
社
と
社
会
的
企
業
の
狭
間
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
自
由
に
語
っ

て
い
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

箕
曲
◎
映
像
で
も
演
劇
で
も
共
感
は
余

白
の
部
分
か
ら
生
ま
れ
る
。
効
率
的
に

進
ん
で
い
る
と
き
に
感
動
は
生
ま
れ
な

い
。
困
っ
て
い
る
シ
ー
ン
の
積
み
重
ね

の
方
が
大
事
。
映
像
で
表
現
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
意
味
の
あ
る
伝
え
方
に
な

る
と
思
う
。
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
生
産
者
か
ら
全
部
撮
っ
て
い

く
。
結
局
私
た
ち
は
資
本
主
義
の
論
理

の
な
か
で
右
往
左
往
す
る
人
た
ち
な
ん

で
す
よ
、
生
産
者
も
我
々
も
。

赤
松
◎
美
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
ば
か
り
は

よ
く
な
い
よ
ね
と
い
う
意
識
は
あ
る
が
、

外
か
ら
も
そ
う
い
う
風
に
見
え
て
い
る

の
だ
な
、
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
確
認

で
き
た
。

安
藤
◎
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
や
Ａ
Ｔ
Ｊ
が
南
北
問

題
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
視
点

か
ら
話
し
て
も
ら
っ
た
が
、
箕
曲
さ
ん

の
言
葉
を
借
り
て
言
う
な
ら
、
資
本
主

義
で
右
往
左
往
さ
せ
ら
れ
る
私
た
ち
と

い
う
の
は
、
南
も
北
も
変
わ
ら
な
い
。

そ
こ
を
出
発
点
に
し
な
が
ら
、
立
場
や

境
界
を
超
え
て
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
け

る
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
課

題
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
■

る
。
初
期
の
頃
に
目
標
と
し
て
い
た
、

１
日
三
食
食
べ
ら
れ
る
な
ど
、
生
き
る

た
め
に
必
要
最
低
限
の
こ
と
は
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
生
産
者
の
生
活

が
劇
的
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

民
衆
交
易
は
そ
れ
だ
け
を
め
ざ
す
も
の

で
も
な
い
。
で
も
買
い
続
け
て
い
る
消

費
者
に
は
、
生
産
者
の
生
活
の
変
化
に

寄
与
し
て
い
る
か
ら
高
く
て
も
買
い
支

え
て
い
る
と
い
う
方
も
い
れ
ば
、
安
全

な
バ
ナ
ナ
だ
か
ら
買
っ
て
い
る
、
と
い

う
人
も
い
る
。
鶴
見
良
行
さ
ん
の
『
バ

ナ
ナ
と
日
本
人
』
が
出
る
ま
で
は
、
バ

ナ
ナ
に
農
薬
が
大
量
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
バ
ラ

ン
ゴ
ン
の
民
衆
交
易
が
始
ま
っ
た
と
き

は
、
安
全
と
い
う
だ
け
で
も
他
の
バ
ナ

ナ
と
は
違
っ
た
。
今
は
安
全
と
い
う
点

で
見
れ
ば
、
世
の
中
に
選
択
肢
が
増
え
、

ス
ー
パ
ー
で
も
有
機
の
バ
ナ
ナ
が
買
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
有
機
認
証
を
と
っ

て
い
る
バ
ナ
ナ
の
方
が
安
全
性
と
い
う

面
で
は
一
般
的
に
は
分
か
り
や
す
い
。

安
藤
◎
消
費
者
に
対
し
て
、
価
格
や
安

全
性
の
観
点
だ
け
で
は
な
く
ど
う
や
っ

て
訴
え
て
い
く
の
か
。

赤
松
◎
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
が
増
え
て
き

た
今
、
バ
ラ
ン
ゴ
ン
は
何
が
違
う
の
か

を
伝
え
る
の
が
難
し
い
。
小
規
模
生
産

者
の
生
活
が
見
え
て
い
る
の
か
と
い
う

市
橋
さ
ん
か
ら
の
問
い
に
つ
い
て
も
、

見
え
て
い
な
い
わ
け
で
な
い
が
、
ど
う

う
ま
く
伝
え
た
ら
よ
い
の
か
苦
労
し
て

い
る
。
箕
曲
さ
ん
の
学
生
ツ
ア
ー
の
話

で
も
、
学
生
が
体
験
、
共
感
す
る
と
い

解
決
す
る
こ
と
は
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
だ
け
で
は

無
理
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

し
て
自
分
た
ち
な
り
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
例
え
ば
、
箕
曲
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
学
生
を
現
地
へ
連
れ
て
い
き
学

生
を
触
発
す
る
こ
と
。
他
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
ど
う
か
。

市
橋
◎
達
成
で
き
て
い
な
い
課
題
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
を
聴
い
て
、

そ
れ
を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
。
以
前
バ

ナ
ナ
の
生
産
者
を
撮
っ
た
15
分
程
度
の

ビ
デ
オ
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
形
が

必
要
だ
と
思
う
。
生
産
者
と
消
費
者
を

よ
り
直
接
的
に
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と
。

南
北
問
題
の
中
で
も
そ
の
関
係
が
切
り

離
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
。
あ
と
個

人
的
に
は
、
歴
史
の
オ
ー
ラ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
関
心
が
あ

る
の
で
、
何
で
30
年
間
バ
ナ

ナ
を
買
っ
て
き
た
の
か
、
消

費
者
側
の
こ
と
を
記
録
し
て

伝
え
る
よ
う
な
こ
と
を
や
り

た
い
。

吉
澤
◎
会
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー

た
ち
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
集
め
た
が（
24
、25
頁
）、
Ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
に
関
わ
る
こ
と
で
、

人
生
が
変
わ
っ
た
と
か
、
モ

ノ
の
と
ら
え
方
が
変
わ
っ
た

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ

た
。
そ
の
人
の
生
き
方
に
リ

ア
ル
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な

も
の
と
い
か
に
つ
な
げ
て
い

け
る
か
が
私
た
ち
の
仕
事
か

に
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は
あ
る
か
も
。

赤
松
◎
一
般
の
組
合
員
ま
で
届
け
る
に

は
分
か
り
や
す
情
報
を
伝
え
な
い
と
い

け
な
い
。

吉
澤
◎
分
か
り
や
す
い
情
報
を
出
す
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
で
も

課
題
と
し
て
あ
る
。
た
だ
、
分
か
り
や

す
く
す
る
と
情
報
が
単
純
化
さ
れ
、
そ

こ
で
思
考
停
止
し
て
し
ま
う
。
現
場
は

複
雑
だ
し
、
色
ん
な
難
し
さ
が
あ
る
が
、

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
す
ぐ
に
情
報
が
ほ

し
い
社
会
で
ど
れ
だ
け
そ
う
し
た
情
報

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
…
。

箕
曲
◎
そ
れ
は
段
階
を
分
け
る
べ
き
。

あ
る
層
に
は
分
か
り
や
す
い
情
報
、
別

の
層
に
は
も
っ
と
深
い
情
報
を
。
大
学

の
授
業
で
も
、
一
般
教
養
で
は
分
か
り

や
す
く
伝
え
、
ゼ
ミ
レ
ベ
ル
で
は
深
く

学
ぶ
と
い
う
の
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ

た
。

市
橋
◎
自
分
と
し
て
は
、
向
こ
う
の
生

産
者
も
運
動
家
で
は
な
く
、
普
通
に
生

活
し
て
四
苦
八
苦
し
て
い
る
人
な
ん
だ

と
い
う
の
を
ベ
ー
ス
に
し
て
ほ
し
い
。

例
え
ばPtoP

カ
フ
ェ
で
売
る
と
き
も

東
テ
ィ
モ
ー
ル
と
ラ
オ
ス
は
現
地
に
行

っ
て
毎
年
確
認
し
て
い
る
、
自
分
た
ち

が
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
と
、
味

の
点
だ
け
で
は
な
く
そ
う
伝
え
て
い
る
。

村
と
都
市
と
い
う
図
式
も
あ
ま
り
リ
ア

リ
テ
ィ
が
な
く
、
ど
ち
ら
も
四
苦
八
苦

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。
大
き
い

企
業
が
第
三
者
認
証
で
ポ
ン
と
や
る
の

と
差
別
化
は
難
し
い
け
ど
、
自
分
の
生

ま
れ
の
原
点
も
あ
る
が
、
小
さ
い
自
営

安
藤
◎
そ
れ
も
広
く
貧
し
さ
の
問
題
の

一
環
で
は
な
い
か
。
商
品
の
流
通
の
間

で
関
わ
る
人
た
ち
が
、
モ
ノ
を
右
か
ら

左
に
流
す
と
い
う
形
で
働
か
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。
本
来
人
間
は
一
人

ひ
と
り
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
が
、
資
本

主
義
の
組
織
の
中
で
は
賃
労
働
者
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
変
え
て
い
く
と

い
う
点
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

市
橋
◎
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
に
し
て
も
、
や
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
言
わ

れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
誰
が
や
っ
て

い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が

あ
る
。

箕
曲
◎
ふ
と
思
っ
た
け
ど
、
映
画
つ
く

り
ま
し
ょ
う
よ
。
需
要
と
供
給
は
そ
ん

な
簡
単
に
一
点
に
な
ら
な
い
か
ら
、
採

れ
す
ぎ
た
と
き
ど
う
す
ん
だ
！
と
か
、

社
員
が
困
っ
て
い
る
様
子
と
か
出
す
べ

き
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
新
宿
の
イ
ベ
ン

ト
で
「
な
ん
で
こ
ん
な
高
い
ん
だ
」
と

言
わ
れ
て
も
、
そ
ん
な
簡
単
に
安
く
買

え
る
わ
け
な
い
ん
だ
ぞ
、
と
い
う
の
は

携
わ
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

市
橋
◎
Ａ
Ｔ
Ｊ
が
他
と
違
う
の
は
そ
う

い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

安
藤
◎
生
産
者
が
一
番
大
変
な
人
だ
か

ら
と
い
う
継
続
が
あ
る
と
、
自
分
た
ち

が
抱
え
て
い
る
苦
悩
は
言
い
づ
ら
い
の

だ
ろ
う
か
。

吉
澤
◎
Ａ
Ｔ
Ｊ
に
入
社
し
た
と
き
に
、

「
自
分
た
ち
は
黒
子
、
主
役
は
生
産
者

と
消
費
者
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
社
内
の
文
化
と
し
て

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
時
代
も
変
わ
っ

学生たちとラオスのコーヒー生産者を訪ねる。
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設
立
時
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
共
同

代
表
を
務
め
ら
れ
た
村
井

吉
敬
さ
ん（
私
に
と
っ
て
は

恩
師
の
「
村
井
先
生
」
で
す
）
が
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ

の
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
話
さ
れ

た
こ
と
を
、
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
思
い
返
し
ま
す
。「
か
つ

て
東
南
ア
ジ
ア
に
は
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
豊
か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
植
民
地
化
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
、

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
愛
称
は「
ポ
コ
ポ
コ
」。

こ
れ
は
サ
ン
ゴ
礁
の
満

潮
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
潮
が
満

ち
て
い
く
に
つ
れ
て
、
サ
ン
ゴ
礁
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
「
ポ
コ（
水
た
ま
り
）」

が
で
き
、
ポ
コ
同
士
が
つ
な
が
り
始
め
、

い
つ
し
か
大
き
な
海
と
な
っ
て
い
く
Ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
の
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

２
０
１
６
年
、
２
０
１
７
年
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
ラ
オ
ス
の

３
ヵ
国
の
次
世
代
の
農
民
た
ち
が
お
互

い
の
地
域
を
行
き
来
し
、
計
４
回
の
交

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ

へ
移
行
し
た
後
の
ネ
グ

ロ
ス
で
の
活
動
を
中
心

的
に
牽
引
し
て
く
れ
た
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ボ
デ
ィ
オ
ス（
愛
称
ア
ン
ボ
）
さ
ん
。

Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
設
立
も
ア
ン
ボ
さ
ん
な
く

し
て
成
し
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
１
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
は
ア
ン
ボ
さ
ん
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ

を
引
継
ぎ
、
若
者
た
ち
が
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
３
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

エ
リ
マ
―
・
ト
グ
ハ
ッ
プ

Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
事
務
局
長

　

初
め
て
ア
ン
ボ
さ
ん
に
出
会
っ
た
時

の
私
は
有
機
農
業
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な

も
の
な
の
か
、
自
分
た
ち
の
生
活
が
ど

２
０
１
３
年
11
月
、
史
上
最

大
級
の
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
通
過
。
日

本
で
も
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
津
波

の
よ
う
な
被
災
状
況
を
見
て
胸
を
痛
め

た
人
が
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
に
も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
支
援
金
が

届
き
、
そ
の
総
額
は
４
３
４
１
万
９
５

９
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
支
援
金
を
ど
こ
を
通
じ
て
誰
に

届
け
る
か
。
ま
ず
は
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ

ナ
・
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
出
荷
団
体
で
あ

る
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
社（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）

に
よ
る
支
援
活
動
に
半
額
を
、
も
う
半

額
は
、
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
代
表
で
あ
っ
た
ア

ン
ボ
さ
ん
を
介
し
て
つ
な
が
っ
た
、
現

地
の
教
会
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
た
ち
と

連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ａ
Ｓ

東
日
本
大
震
災
の
福
島
支
援

を
機
に
、
様
々
な
団
体
と

協
力
し
て
動
く
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
ま
で
継
続

し
て
い
る
の
が
、
ア
ー
ユ
ス
仏
教
国
際

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
本
イ
ラ
ク

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（JIM

-N
ET

）

と
の
協
働
で
す
。
国
際
協
力
の
分
野
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
同
士
で
、
お
互
い
持
っ
て
い
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
資
源
を
共
有
す
る
形

で
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
カ
カ
オ
ク

ッ
キ
ー
を
共
同
開
発
し
、
そ
の
売
り
上

げ
の
一
部
を
ク
ッ
キ
ー
製
造
者
で
あ
る

福
祉
作
業
所
の
い
わ
き
学
園
の
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
設
置
へ
寄
付
。
そ
の
後
は
、

「
農
民
発
電
」
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
、
二

２
０
１
４
年
７
月
〜
８
月
に

か
け
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ

地
区
へ
の
軍
事
攻
撃
で
は
、
東
京
23
区

の
３
分
の
２
ほ
ど
の
土
地
に
６
万
発
以

上
の
銃
弾
が
降
り
注
ぎ
、
１
５
０
０
人

以
上
の
市
民
の
命
が
無
差
別
に
奪
わ
れ

ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
で

は
活
動
を
し
て
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
パ

レ
ス
チ
ナ
の
西
岸
地
域
の
農
民
が
作
っ

た
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
そ
の
輸
入
を
担
う
Ａ
Ｔ
Ｊ
と
と
も

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
壊
さ
れ
た
。
日
本
の

中
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
な
が
ら
格
差

社
会
へ
と
突
入
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
グ
ロ
ス
、
東
テ
ィ
モ

ー
ル
、
他
に
も
拡
が
り
を
作
り
出
し
な

が
ら
、
楽
し
い
未
来
を
描
け
る
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
」。

　

そ
の
村
井
先

生
が
つ
な
い
で

く
れ
た
の
が
パ

プ
ア
の
デ
ッ
キ

ー
さ
ん
や
現
地

事
業
体
カ
カ
オ

キ
タ
の
み
ん
な
、

そ
し
て
カ
カ
オ

産
地
の
村
の
人

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。
お
互
い
の
経

験
や
取
り
組
み
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

日
本（
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
の
私
た
ち
は
あ
く
ま

で
つ
な
ぎ
役
で
主
役
は
各
国
の
若
手
農

民
た
ち
で
す
。

　

交
流
を
重
ね
、
互
い
の
状
況
、
素
性

を
理
解
し
て
い
く
う
ち
に
、〝
ヨ
ソ
〞

か
ら
来
た
農
民
と
の
交
流
か
ら
友
達
・

仲
間
と
の
交
流
に
変
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
交
流
後
の
現
在
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

参
加
者
同
士
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い

れ
ほ
ど
環
境
や
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
、
十
分
に
理
解
を
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
研
修
生
と
し
て
や
っ
て
き

た
時
、
そ
の
目
的
や
、
な
ぜ
研
修
生
と

し
て
こ
こ
へ
来
た
の
か
本
当
に
は
分
か

っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

後
ア
ン
ボ
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
い
く
う
ち
に
、
こ
こ
で
の
学
び
は

農
業
だ
け
で
は
な
く
て
、
仕
事
、
生
活

全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
か

ら
ア
ン
ボ
さ
ん
と
共
に
仕
事
を
し
て
き

て
、
彼
の
視
点
、
行
動
、
言
葉
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
は

今
の
生
活
、
人
生
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｉ
Ｎ
を
通
じ
て
の
支
援
を
決
定
し
ま
し

た
。
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、

海
外
か
ら
来
る
様
々
な
支
援
が
地
元
自

治
体
の
懐
に
収
ま
っ
た
り
、
箱
物
で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
本
当
に
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
貧
し
い
人
び
と
へ
届

か
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
、
き
め
細
や
か

に
支
援
内
容
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

家
屋
再
建
を
支
援
し
た
く
と
も
、
行

政
に
よ
る
再
定
住
地
が
確
定
せ
ず
に
実

行
に
移
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
の
た
め
、
支
援
が
長
引
く
な
か
で
意

思
決
定
の
あ
り
方
が
徐
々
に
不
透
明
に

な
り
、
結
局
は
す
べ
て
の
支
援
金
を
使

い
切
れ
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
人
材
や
資
源
を
持
出
し
で
活
動
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
最
終
的
に
残
っ

た
支
援
金
は
日
本
へ
戻
す
こ
と
に
理
事

会
で
決
定
。
今
後
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
発

生
し
う
る
自
然
災
害
」
へ
の
緊
急
災
害

支
援
金
と
し
て
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
が
管
理
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
意
向
に

添
う
形
で
全
て
の
支
援
金
を
使
え
な
か

っ
た
こ
と
に
対
す
る
申
し
訳
な
さ
、
緊

急
支
援
で
現
地
を
支
援
漬
け
に
し
な
い

よ
う
に
活
動
を
展
開
す
る
難
し
さ
を
実

感
す
る
に
至
り
ま
し
た
。（
吉
澤
）

本
松
有
機
農
業
研
究
会
の
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
た
め
の
パ
ネ
ル
設
置
を

応
援
す
る
た
め
に
販
売
を
続
け
、
パ
ネ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
応
援
も
共
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ユ
ス
は
お
坊
さ
ん
た
ち
が
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
応
援
、JIM

-N
ET

は
イ

ラ
ク
戦
争
で
使
用
さ
れ
た
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
で
被
ば
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
医
療

支
援
を
中
心
に
活
動
。
そ
れ
ぞ
れ
活
動

領
域
は
違
う
団
体
だ
か
ら
こ
そ
持
っ
て

い
る
特
徴
や
強
み
を
生
か
せ
て
い
る
こ

と
、
ゆ
る
く
つ
な
が
り
な
が
ら
の
関
係

性
が
活
動
持
続
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う

か
!?　

今
後
も
一
緒
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
吉
澤
）

に
、
軍
事
攻
撃
の
被
害
者
と
な
っ
た
ガ

ザ
の
人
び
と
へ
の
緊
急
支
援
の
た
め
の

募
金
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た
支
援
金

は
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
出
荷
団
体
の

パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
復
興
委
員
会（
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ
）
と
パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
開
発
セ
ン

タ
ー（
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｃ
）
を
通
じ
て
、
食
料
品
、

水
、
医
療
品
な
ど
と
し
て
ガ
ザ
の
人
び

と
に
届
け
ら
れ
ま
し
た（
２
０
０
８
年
末

か
ら
３
週
間
の
軍
事
侵
攻
の
際
に
も
、
同
様

の
緊
急
支
援
を
実
施
）。
こ
う
し
た
緊
急

救
援
だ
け
で
な
く
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
活

び
と
で
す
。
デ
ッ
キ
ー
さ
ん
が
い
つ
も

口
に
し
て
い
る
「
カ
カ
オ
の
民
衆
交
易

を
通
じ
て
パ
プ
ア
の
カ
カ
オ
生
産
者
と

日
本
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
消
費
者
が
共

に
学
び
合
う
」
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て

く
れ
た
の
は
、
生
前
20
年
以
上
に
わ
た

っ
て
パ
プ
ア
に
通
い
続
け
、
国
境
を
越

え
た
友
情
関
係
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
村

井
先
生
で
し
た
。
そ
の
パ
プ
ア
の
森
で

収
穫
、
加
工
さ
れ
た
カ
カ
オ
が
初
め
て

日
本
に
届
き
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
っ

た
の
は
２
０
１
２
年
初
頭
の
こ
と
。
あ

れ
か
ら
６
年
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
で
は
チ
ョ
コ

の
販
売
以
外
に
、
全
国
各
地
で
パ
プ
ア

の
カ
カ
オ
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
手
づ

く
り
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し

た
り
、
カ
カ
オ
の
魅
力
や
パ
プ
ア
の
生

産
者
の
こ
と
を
伝
え
る
絵
本
を
発
刊
し

た
り
、「
楽
し
く
」
活
動
を
深
化
さ
せ

て
き
て
い
ま
す
。
村
井
先
生
、
あ
り
が

と
う
！（
野
川
）

て
、
小
さ
な
ポ
コ
と
ポ
コ
が
つ
な
が
っ

た
よ
う
で
す
。
交
流
の
経
験
が
自
信
に

つ
な
が
り
、
参
加
者
全
員
が
学
ん
だ
こ

と
を
自
分
な
り
に
工
夫
を
し
て
実
践
を

し
て
み
て
、
そ
れ
を
家
族
や
地
域
の
農

民
に
伝
え
て
い
た
り
、
ラ
オ
ス
の
参
加

者
は
今
後
タ
イ
の
農
園
に
研
修
へ
行
く

こ
と
を
計
画
し
て
い
た
り
と
、
新
し
い

ポ
コ
も
生
ま
れ
て
き
そ
う
で
す
。
私
た

ち
日
本
側
ス
タ
ッ
フ
も
、
人
が
出
会
っ

て
、
関
係
性
を
作
っ
て
い
く
「
交
流
」

の
力
を
改
め
て
実
感
す
る
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
り
を
大

切
に
「
ポ
コ
」
と
寄
り
添
い
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一

つ
の
ポ
コ
で
す
よ
。（
寺
田
）

ジ
ョ
ネ
ル
・
ベ
ン
ト
ゥ
ラ

Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
副
事
務
局
長
・
養
豚
担
当

　

ア
ン
ボ
さ
ん
は
私
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
と
き
に
厳
し
く
指
導
を
受

け
、
仕
事
を
サ
ボ
っ
て
い
た
時
や
時
間

に
遅
れ
た
時
な
ど
は
と
て
も
怒
ら
れ
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
上
か
ら
下
に
命
令
だ

け
を
し
て
い
る
よ
う
な
〝
ボ
ス
〞
と
い

う
存
在
で
は
な
く
て
、
今
何
を
す
べ
き

な
の
か
を
教
え
て
く
れ
た
リ
ー
ダ
ー
で

動
す
る
他
団
体
と
共
同
で
駐
日
イ
ス
ラ

エ
ル
大
使
館
に
対
す
る
抗
議
・
要
請
を

出
し
た
り
、
日
本
の
市
民
社
会
に
連
帯

を
呼
び
か
け
る
た
め
の
集
会
や
キ
ャ
ン

ド
ル
・
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
の
開
催
も
し
ま

し
た
。

　

軍
事
攻
撃
以
外
に
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル

政
府
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
「
行〈

注
〉

政
拘
禁
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
Ａ
Ｔ

Ｊ
や
生
協
団
体
と
共
に
行
政
拘
禁
者
の

即
時
釈
放
を
求
め
る
嘆
願
書
を
何
度
も

出
し
て
い
ま
す
。
特
に
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｃ
の
事

し
た
。

　

農
村
部
出
身
の
私
は
、Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
に

研
修
生
と
し
て
や
っ
て
き
た
時
に
は
、

人
前
で
何
か
を
話
す
と
い
う
経
験
が
あ

ま
り
な
く
、
緊
張
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
ア
ン
ボ
さ
ん
は
何
度
も
人
前
で

話
す
練
習
の
機
会
を
く
れ
て
、
自
分
を

少
し
ず
つ
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
歩
ず
つ
私
の
一
人
立
ち
に
向
け
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
ア
ン

ボ
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
を

し
て
い
ま
す
。

寺
田
俊

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

あ
ま
り
多
く
を
語
ら
な
い
、

手
取
り
足
取
り
教
え
な
い
と

い
う
の
が
印
象
で
す
。
し
か
し
、
あ
の

行
動
に
は
こ
う
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の

か
、
あ
の
時
私
に
あ
あ
言
っ
た
の
に
は

そ
う
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
、
と
今

に
な
っ
て
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
何
か
し
た
い
と
い
う
意
思
を
伝
え

れ
ば
、
一
度
も
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
き
っ
と
自
分
か
ら
何
か
行
動

す
る
こ
と
を
待
っ
て
く
れ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
で
も
悩
ん
だ
と
き
に

は
、
ア
ン
ボ
さ
ん
な
ら
ど
う
す
る
の
か

な
、
何
て
言
う
の
か
な
と
問
い
な
が
ら

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
は
、
私
の
ネ
グ
ロ
ス
の
父
親
は
今

で
も
心
の
中
に
生
き
続
け
、
私
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ね
、
ア
ン
ボ

さ
ん
。

私にとってのアンボさん パレスチナへの連帯

他団体とのコラボレーション

３
ヵ
国
若
手
農
民
交
流

学
び
合
い
が
生
み
出
す
農
家
の
未
来

台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
襲
来

緊
急
支
援
の
難
し
さ
を
実
感

村
井
先
生
が

つ
な
い
で
く
れ
た

パ
プ
ア

ラオスでの交流。

村井先生、
パプアにて。

台風被災者の家屋再建を
支援しました。

左からジョネル、寺田、エリマー、
アンボさん。

務
局
長
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
も
活
動
し
て
い
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・

ラ
ザ
ッ
ク
・
フ
ァ
ラ
ー
ジ
さ
ん
は
、
人

生
の
う
ち
16
年
以
上
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の

刑
務
所
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
消
費
者
と
し
て
、

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
パ
レ
ス
チ

ナ
の
人
び
と
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ

れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
声
を
あ
げ
て

き
て
い
ま
す
。（
野
川
）

︿
注
﹀不
都
合
な
人
物
を
令
状
な
し
に
逮
捕
・
拘
留
す
る
予
防

拘
禁
制
度
。

多
岐
に
わ
た
る
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
活
動
。他
の
ペ
ー
ジ
で
盛
り
込
め
な
か
っ
た
こ
と
や
、事

務
局
メ
ン
バ
ー
が
選
ん
だ
記
憶
に
残
る
活
動
や
人
物
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
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　APLAが生まれた翌年、マニラで
開かれたあるコーヒーイベントの会
場で私はグレッグと偶然出会いまし
た。（「APLAのフィリピンのパートナ

ー」としてハリーナに何度か登場し
たあの「グレッグさん」です！）そし
て彼との交流をきっかけにAPLAと

出会うことに。二つの出会いが行く先を明るくしてくれました。
「人と人がつながれば、世界は変わる」── やはり、そこに
希望をみます。

　JCNCの蓄積の上に、「支援する／
される」関係をこえて、実践者同士
を「繋ぐ」ことに徹底して来られたこ
とにAPLAの矜持を感じ、そこに共感
してきました。いま20代、30代、40
代の若い方が事務局を担って、活動
を進めてこられていて、社会運動の
リレーが現在にもきちんと引き継がれていることは同世代と
して素直に嬉しいです。APLAの活動地の方が日本に来る機
会に立ち会いましたが、「繋がる」感覚を強くさせてくれました。
常に会えなくても、バナナやチョコレート、オリーブオイルを通
して、海の彼方に、豊かな未来を残そうと汗を流す人がいるこ
とを感じられます。

　APLAさんとは民衆交易の商品を
きっかけに御縁を持たせて頂きまし
た。この活動の輪がさらに大きく広
がっていくことを心から願い、スタッ
フ一同、微力ながら今後も応援して
いきたいと思います。

　APLAとは、2011年からNGO組織強化支援と東日本大震災
関係などでお付き合いがあります。人と人をつなぎ、そこで生
まれる力のすごさを知っているためか、関わる人たちに常に
真摯に向き合っている気がします。扱っている商品が、貿易シ
ステムを変えた結果の単なるモノではなく、人が人との関わり
の中で生み出した温かさがある物なのも納得。ちなみにAPLA

が販売するホットチョコレートは、日本一だと思います。あんな
に美味しく仕上げる秘訣はチョコラデパプアにあるそうなの
で、関心のある方は会員になって聞いてみてください。

　私がAPLAを応援し始めたきっか
けは、大学1年生の時にネグロス島
のKF-RCへ行ったことです。滞在中
は、現地の農業事情や生活スタイル
など日本とフィリピンの違いを多く
学ぶことができ、貴重な経験となり
ました。お世話になったAPLAの職員
さんやファームの皆さんへの感謝の意味も込めて、帰国後す
ぐにAPLAの会員となりました。会報などでファームの様子や

　APLAさんと出会って5年目になり
ます。バランゴンバナナやマスコバ
ド糖を使ったグラノーラを美味しい
とか可愛いと選んで下さる方が、実
は支援をする一人となる。という場
面がわたしは大好きです。「一歩進
んで二歩下がる」の時も、PtoPニュ
ースを読んで自分のこと、事業のことを見直しています。応援
していると思っている私たちがAPLAさんに支えられています。

　私は人生の大半をフィリピンで過
ごしていますが、首都のメトロマニラ
の外の世界に踏み出す必要性を感じ
ていませんでした。けれども、研究
者として、2014年にAPLAとつなが

ったことが自分の国に戻り、これま
でとは全然違った、そして刺激的な
方法でフィリピンのことを学ぶきっかけになりました。
　APLAの歴史を学び、民衆交易のネットワークに導かれて、
ビサヤやミンダナオ、そして最終的には日本にまでたどり着き
ました。そしてフィリピンと日本の多くの友人と出会ったこと
は、以前には想像もできないことでした。現在私は、大学院の
博士課程で、フィリピンと日本の関係性についての研究をし
ていますが、そのきっかけをくれたのはAPLAとの出会いです。
そして、このような私の経験は珍しいものではなくて、APLA
という団体が、多くの人、特に若者に対して可能にしているこ
とだと信じています。
　特定の地域の人びとと長期的な関係性を築いて協働をつづ
けていること、若者との取組みに力を入れていること、持続可
能な農業にもとづいた地域間の連帯をビジョンとして掲げて
いること、それらがAPLAの活動を際立たせていると思います。
ＮＧＯ業界の中でも、長期的な貢献と草の根の働きは貴重なも
のです。私がAPLAを応援しているのは、APLAがめざす未来
像を信じ、同じ思いを持つ方たちに仲間に加わってほしいと思
っているからです。
　この素晴らしい組織の今後の取組みの成果を目にするのを
楽しみにしています。友情と刺激に感謝し、10周年という記念
の年に心からの祝福を送ります。

　先日、APLAスタッフ野川未央さん
をお迎えして、「珈琲の向こう側〜東
ティモールは今」という学習会をしま
した。様々な困難はあるけれども新
しい国づくりを進めている東ティモ
ールの人々の逞しさを感じ心打たれ
ました。「アジアで暮らす私達がどう
手を繋ぎあって生きていくか、一緒に探っていこうよ」と呼び
かけられてもう10年になるのですね。あれから草の根は土の
中で着実に広がっていることを実感したひと時でもありました。
APLAの活動をいつも応援しています。

　APLAの賛助会員になったキッ
カケは、JCNCが関わっていた雑
誌『at』に興味を持ち、読み始めた
事です。理念が一人歩きし、上から
目線を煙たがられるNPOとは違い、
APLAには、事務局スタッフを始めと
する気さくなメンバーが多くいます。
おかげで、生来の怠け者の私も、気張らず、適度なストレスと
ともに、楽しくAPLAを応援できています。

　APLA10年間で嬉しかったこと。
①パプアのカカオと出会い目からウ
ロコが落ちる思いをしたこと。何よ
りチョコが美味しいです。②私自身は
「from ネグロス」で、アジアの皆さ
んといっしょに舟にのって炉を漕い
でいる実感があります。『ハリーナ』
が待ち遠しく、心楽しいです。③ネグロスと日本で若い世代の
皆さんががんばっていること。そしてセンスがいい(^-^)。☆
未来への希望にあふれていると思います。

　わたしたちは子育て世代を中心としたマーケットを3.11以降、

伊藤 徹／いとう・てつ
沖縄大学地域研究所　特別研究員（マニラ在住）

下田寛典／しもだ・ひろのり
P-nong Learning Center共同代表、
日本国際ボランティアセンター タイ事業担当

フレッシュコーヒー No.1
自家焙煎珈琲屋

アーユス仏教国際協力ネットワーク
認定NPO法人

武原龍晟／たけはら・りゅうせい
会社員

澤田千晶／さわだ・ちあき
La Granda Familio（ラ・グランダ・ファミリオ）

アリッサ・パレデス／ Alyssa Paredes
大学院博士課程（米国在住）

佐藤友子／さとう・ともこ
キッチンハリーナ

大友一男／おおとも・かずお
APLA賛助会員

鬼木のぞみ／おにき・のぞみ
ネグロス・キャンペーン岡山

長谷川順子／はせがわ・じゅんこ
ぐるぐるマーケット実行委員会

キッチンハリーナ
京都府京都市左京区北白川西町85-4
URL : https://kitchen-halina.jimdo.com/

フレッシュコーヒー No.1
新潟県柏崎市東本町1-2-5
URL : http://f-coffee.net/

La Granda Familio（ラ・グランダ・ファミリオ）
大阪市北区中崎西1-1-18
tel : 06-6136-7811
URL : www.grandafamilio.com

認定NPO法人
アーユス仏教国際協力ネットワーク
東京都江東区清澄3-4-22
tel : 03-3820-5831
URL : ngo-ayus.jp

活動を知るたびに当時を思い出すことができるので、毎号読
むのを楽しみにしています。

年２回開催しています。その際、バランゴンバナナやコーヒー
などを販売し、収益の一部を「バナナ募金」へと寄付させてい
ただいています。「顔が見える」APLAの活動は、遠いと感じて
いた国や現地をぐっと身近に感じることができ、それがとても
嬉しく、マーケットを続ける活力になっています。これからもい
ろいろな活動を通じて共生の輪が広がっていくことが楽しみ
です。

ぐるぐるマーケット実行委員会
飯能市で乳幼児〜20歳と幅広い子どもたちを育て
ながら「子育て世代を中心にしたマーケットを行いた
い」「子育て中でも何かワクワクすることをしたい」そ
んな思いで集結した団体です。
URL : http://park.geocities.jp/gurugurumarket/

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

APLA10周年を迎えるにあたり、
日々 APLAを応援してくださる皆さんからメッセージをいただきました！（敬称略）

APLAのサポーターたちからメッセージ！
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今回APLAの10年を振り返りましたが、
10年は長かったような短かったような

…。APLA設立準備のころにATJから移動し
てきて、立ち上げを一緒にやった大橋成子さ
んに「仕事が業務的。もっと柔軟になりなさ
い…」なんて言われたことを思い出します。そ
して、本当に色々やってきたな～というのが
実感。時々活動が多岐にわたり色んなことが
追いつかない時もありますが、団体の名前の
通り様々な人たちと「つながる、つなげる」を
やってきたのかな、と思います。時代と共に形
やスタイルは変わっていくと思いますが、こ
れからもJCNCから引き継がれるエッセンス
は忘れずに進んでいきたいと思います。この
10年間一緒に関わってくださった皆さん、あ
りがとうございました！　そしてこれからも
よろしくお願いします。（吉澤）

APLAの10年の活動を振り返った記念
特別号、いかがでしたでしょうか？　

単なる活動報告にならないように、工夫を凝
らしたつもりです。特に「良いこと」だけを伝
えるのではなく、失敗や苦労もきちんと語る
ように意識しました。それにしても、どのペー
ジ（＝どの活動）も文字数をギリギリまで削る
のに苦労しました。それくらい多くのことを
やってきて、伝えたいことも山ほどある、とい
うことですが、デザインの重政さんにはかな
りご苦労をおかけしたと思います。
　アジア各地、日本各地でつながる仲間・サ
ポーターの皆さんからいただいたメッセージ
に大きな力をいただきました。今後もAPLA
をよろしくお願いします！（野川）

［編集者］
吉澤真満子
野川未央

［表紙写真］
長倉徳生

［デザイン・制作］
十年舎

［編集・発行］
特定非営利活動法人APLA
（APLA／あぷら：Alternative People＇s Linkage in Asia）

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-4-15
サンライズ新宿3F
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〈fax.〉 03-5273-8667
〈e-mail〉  info@apla. jp
〈URL〉  http: //www.apla. jp

［印刷］
株式会社ミック

APLAマンスリー募金スタート
APLAでは、新しいサポーター制度を導入し、新た
に「マンスリーサポーター」と「APLAサポーター」
を募集しています。ぜひ、知人の方へのお誘いお
願いします。リーフレットが必要な方には郵送い
たしますので、事務局までご連絡ください。

2018年度は『ハリーナ』の発行が3回になります。
今号40号は、APLA設立10周年を記念して特別号として増頁でお届けしました。このため、8月発行をお
休みし、次号41号は11月にお届け予定です。
発行回数が減ってしまいますが、41号以降も充実した内容でお届けできるように準備していきますの
で、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

事務局の動き（2018年2月～2018年4月）

事務局からお知らせ

2月 2日、
3日

豆マルシェ出店＆カカオワークショップ開催。

2月 2日〜
14日

渋谷ヒカリエ「ショコラZakkaフェスティバル」に出店しました。

2月 6日 学芸大学附属高等学校・校外実習で授業をしました。

2月 7日 パルシステム埼玉（所沢）で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しまし
た。

2月 7日 ＷＥ21相模原で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しました。

2月 7日 パルシステム東京（狛江）で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しまし
た。

2月 9日 千代田区立九段中等教育学校で授業をしました。

2月 22日、
23日

第16回BMW基礎セミナーに参加しました。

2月 24日 理事会・評議員会を開催しました。

2月 26日 「脱原発を決めたドイツと福島について語り合う」withミランダ・シュラーズさんをアーユス
仏教国際協力ネットワーク、JIM-NETと共催で開催しました。

3月 4日 大地を守る会オーガニックフェスタにチョコレートアライアンスとして出店しました。

3月 4日 東京朝市アースデイマーケットにPtoPカフェで出店しました。

3月 6日 パルシステム東京（東村山）で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しま
した。

3月 10日〜
22日

東ティモールとインドネシアに野川が出張しました。

3月 11日 アーユス主催「311バザー＆思いを馳せるつどい」にPtoPカフェで出店しました。

3月 12日 鎌倉学園で授業をしました。

3月 16日 パルシステム埼玉平和募金贈呈式に参加しました。

3月 12日 全国消費者大会・分科会「食べることから見えるエシカル〜カフェで語ろう」に参加しました。

3月 17日、
18日

コピス吉祥寺マルシェに出店しました。

4月 1日 東京朝市アースデイマーケットにPtoPカフェで出店しました。

4月 5日 「ホンモノの手作りチョコレートを広めるカカオ大使になろう！」の講座を開催しました。

4月 12日〜
27日

フィリピン・ネグロスのKF-RCからスタッフのチータ・タカタさん、ジョネル・ヴェントゥラ
さんが来日し、岡山、札幌、東京、山梨、岐阜を訪問し交流しました。

4月 14日 理事会・評議員会を開催しました。

4月 21日、
22日

アースデイ東京2018にATJと共同で出店しました。

4月 25日 「ホンモノの手作りチョコレートを広めるカカオ大使になろう！」の講座を開催しました。

★『ハリーナ』のバックナンバーがウェブサイトでもご覧いただけます。
　 最新号発行に合わせて前号を掲載しています。「ハリーナ」を紹介くださる時などにご活用ください。
　 http://www.apla.jp/archives/publications
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り
越
え
て

い
く
大
き
な
問
題
に
誰
も
が
向
き
合
わ
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
原
発

で
あ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
で
あ
れ
、

だ
と
思
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
見
え

る
形
で
は
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
人
び
と

が
つ
な
が
り
、
と
も
に
泣
き
、
と
も
に
喜

び
、
暮
ら
し
は
厳
し
く
て
も
微
笑
み
あ
え

る
信
頼
を
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
が
「
連
帯
は
、
愛
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
経
験
を
、
ネ
グ
ロ
ス
を
超
え
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
を
超
え
て
活
か
そ
う
、
さ
ら
に

南
北
間
だ
け
で
は
な
く
南
南
間
の
人
び
と

の
連
帯
を
生
み
出
し
た
い
と
の
思
い
が
、

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
設
立
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン

疋田美津子
ひきた・みつこ

秋山眞兄
あきやま・なおえ

パ
ス（
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
）
の
取
組
み
だ
が
、
初
め

て
の
研
修
農
場
で
は
な
く
、
１
９
８
８
年

に
ツ
ブ
ラ
ン
研
修
農
場
を
開
設
し
て
い
る
。

し
か
し
、
個
々
の
研
修
生
と
の
関
係
は
希

薄
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
Ｋ
Ｆ
─Ｒ
Ｃ
で

は
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
研
修

生
・
卒
業
生
の
仲
間
の
一
人
に
な
っ
て
い

る
と
さ
え
思
わ
さ
れ
る
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル

で
は
小
さ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重
ね
、
担
当

ス
タ
ッ
フ
と
、
今
後
リ
ー
ダ
ー
に
育
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
現
地
の
若
者
た
ち
と
の
間

に
、
強
い
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
国
境
を
越
え
て
若
い

農
民
た
ち
が
出
会
い
、
互
い
に
理
解
し
あ

う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
な
目

標
を
も
っ
て
歩
も
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
の
近
代
以
降
の
歩
み
を
根
底
的
に
問

わ
れ
た
福
島
原
発
事
故
に
対
し
、
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
は
「
農
」
の
視
点
か
ら
考
え
、
現
場
の

人
び
と
と
つ
な
が
り
、
交
流
し
、
歩
ん
で

い
る
。

　

そ
れ
ら
の
一
つ
ひ
と
つ
は
さ
さ
や
か
な

試
み
で
あ
り
、
成
果
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ａ
設
立
の
目
的
を
、
若
い
世
代
が
国
境
を

越
え
て
確
実
に
現
実
化
し
て
き
た
10
年
間

で
あ
っ
た
。
財
政
を
は
じ
め
厳
し
い
状
況

に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
彼
女
／

彼
ら
は
、「
民
衆
連
帯
」、「
民
衆
交
易
」

の
原
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
し
な
や
か
に
、

さ
わ
や
か
に
、
し
た
た
か
に
、
新
し
い
人

と
人
と
の
関
係
を
こ
れ
か
ら
も
創
り
出
し

て
い
く
に
違
い
な
い
。
■

気
象
変
動
で
あ
れ
。
確
か
に
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ

が
歩
ん
だ
10
年
の
間
に
、
世
界
の
見
え
方

が
違
っ
て
き
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
特

徴
的
な
の
は
、
現
場
主
義
、
そ
し
て
個
々

の
人
び
と
の
交
流
で
あ
る
。
そ
れ
が
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
の
パ
ワ
ー
の
源
泉
だ
。
こ
れ
は
、
ネ

グ
ロ
ス
島
で
栄
養
失
調
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

い
た
日
本
の
女
性
た
ち
の
声
か
ら
緊
急
救

援
が
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
以
来
変
わ
ら
な

い
。
そ
し
て
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
こ
れ
か
ら
も
、

大
き
な
問
題
に
共
に
向
き
合
う
人
間
ど
う

し
が
、
出
会
い
、
交
流
し
、
新
た
な
つ
な

が
り
を
築
い
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ

方
向
感
覚
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
手
放
さ
ず
に
。

■

APLA10年にあたって─共同代表からのメッセージ



APLAでは、会員（年会費5,000円）の他、新たにサポーター制度を導入し、「マンスリー
サポーター」と「APLAサポーター」を募集しています。詳しくはwebsiteをご覧くだ
さい。リーフレットが必要な方には郵送いたします。

APLAの活動を応援してください。

APLA事務局にご連絡いただくか、下記のwebsiteからお申し込みください。
QRコードからもアクセスできます。
https://apla.secure.force.com/

問い合わせ・お申し込み

月々 500円からサポーターになって
APLAとつながる！
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A P L A 検索

2008年

2010年

2014年

2011年

2015年

2012年

2016年

2013年

2017年

2009年

アジアでポコポコ種まき中

暮らしを変える、
未来が変わる。

人と人がつながれば、
世界は変わる。

土に根をおろし、水を守り、森と生きる。
そこには無限の可能性が広がっている。

食べ物を取りかえそう!!
食糧危機を乗り越えるために

素手と水牛だけで、
ここまでできたんだね！

この笑顔を守りたい。

地域を元気にしよう！

君たちが、パ
“ 希 望 ”

グァサだ。

学びが人を変えて、
未来をつくる。

毎年11月に募金を呼びかけるために作ってきた
キャンペーンニュースで10年を振り返ります。


